
2▶ 5 平成21年度決算

佐賀市の財務諸表を公開します

6▶ 7 第14回佐賀市景観賞が決定

8 水道料金を改定します

14▶ 15 佐賀市嘱託・日日雇用職員、

有償ボランティア募集

18▶ 19 佐賀市の水辺めぐり

22▶ 27 おしらせ

28▶ 30 こどものページ

32▶ 33 イベント案内

34 ２月の相談コーナー

36 バルーン朝市を開催します

佐賀城本丸歴史館 

今号の主な内容

大隈記念館企画展「大隈重信と白瀬南極探検隊」
早稲田大学や国立極地研究所などから貴重な資料を借用し、白

瀬南極探検隊後援会会長であった大隈重信侯の功績を紹介します。

■日時 ２月11日(金・祝)〜３月27日㈰

■場所 大隈記念館２階展示室（水ヶ江二丁目）

■料金 ・大人300円(20人以上団体…200円)

・小・中学生150円(20人以上団体…100円)

※「佐賀城下ひなまつり」チケット提示で団体割引適用します。

問い合わせ 大隈記念館 ☎・℻23・2891

南極探検隊「大和雪原」(明治45年１月28日)
(ペンギン堂三井所和幸さん蔵)

大隈重信と白瀬南極探検隊長ほか
(早稲田大学大学史資料センター蔵)

大隈重信旧宅（生家)：一般公開１月23日㈰〜３月27日㈰

の土・日・祝日

大隈記念館
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※単体とは、一般会計に特別会計を含めたもので、連結
　とは、単体に外郭団体を含めたものです。
　なお，外郭団体のうち第三セクターについては，市の
　出資比率が50％以上の団体を対象としています。

連結対象とした会計

連　　結

単　　体

普通合計
［１会計］

特別合計
［11会計］

外郭合計
［16会計］

一般会計

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　など

佐賀中部広域連合
　　　　　　　　など

貸借対照表〔バランスシート〕(平成22年３月31日現在)

行政コスト計算書

(平成21年４月１日から平成22年３月31日)
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﹂
と
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務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
｣

佐賀市は、普通会計ベースで3,629億円、連結ベースで

5,631億円の資産を形成してきています。

このうち、純資産である、2,558億円（普通会計）、

3,623億円（連結）については、これまでの世代の負担で

支払いが済んでおり、負債である1,071億円（普通会計）、

2,008億円（連結）について、今後将来にわたって負担し

ていくことになります。

(単位：億円)

平成21年度の行政コストの総額は、普通会計ベースで725

億円、連結ベースで1,449億円です。

行政サービスの利用に対する対価として市民の皆さんが負

担した使用料や手数料などの経常収益は、普通会計ベースで

35億円、連結ベースでは153億円です。

行政コストの総額から経常収益を引いた純行政コストは、

普通会計ベースで690億円、連結ベースで1,296億円で、この

不足分は、市税や地方交付税などの一般財源や国・県補助金

で賄っています。

金額金額

連結普通会計
項 目

②物件費

212152①人件費

1,449725
１ 経常費用 計

(行政コスト総額)

4917④業務関連費用

10984③経費

12891

13922①業務収益

15335２ 経常収益 計

951381⑤移転支出

1,296690
３ 純行政コスト

(１経常費用−２経常収益)

1413②業務関連収益

(単位：億円)

Ａ

Ｂ

連結普通会計項 目

３ 純行政コスト

(１経常費用−２経常収益)

71２ 経常収益 計

6131
１ 経常費用 計

(行政コスト総額)

5430

(単位：万円)市民１人あたり

連結普通会計項 目連結普通会計項 目

154109純資産

8545負債239154資産

(単位：万円)市民１人あたり
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の
部
：
こ
れ
ま
で
の
世
代

の
負
担
に
よ
り
支
払
い
が
完
了
し

た
資
産

佐
賀
市
の
財
務
諸
表
を

公
表
し
ま
す

平
成

年
度
決
算

佐
賀
市
の
財
務
諸
表
を

公
表
し
ま
す

21

１
年
間
の
行
政
運
営
コ
ス
ト
の

う
ち
︑
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提

供
と
い
っ
た
資
産
形
成
に
結
び
つ

か
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

コ
ス
ト
を
人
件
費
︑
物
件
費
︑
経

費
︑
業
務
関
連
費
用
︑
移
転
支
出

に
区
分
し
表
示
し
た
も
の
で
す
︒

１

経
常
費
用

①
人
件
費
：
職
員
給
与
や
議
員
報

酬
︑
退
職
給
付
費
用
な
ど

②
物
件
費
：
備
品
や
消
耗
品
︑
施

設
等
の
維
持
修
繕
に
係
る
経
費
や

事
業
用
資
産
の
減
価
償
却
費
な
ど

③
経
費
：
委
託
料
や
使
用
料
︑
旅

費
︑
手
数
料
︑
広
告
料
な
ど

④
業
務
関
連
費
用
：
地
方
債
や
関

係
団
体
の
借
入
金
の
償
還
利
子
等

⑤
移
転
支
出
：
市
民
へ
の
補
助
金

や
社
会
保
障
費
な
ど

２

経
常
収
益

①
業
務
収
益
：
公
共
施
設
の
使
用

料
や
証
明
書
の
発
行
手
数
料
な
ど

②
業
務
関
連
収
益
：
利
子
お
よ
び

配
当
金
︑
財
産
売
払
収
入
︑
雑
入

な
ど

※単体とは、一般会計に特別会計を含めたもので、連結
　とは、単体に外郭団体を含めたものです。
　なお，外郭団体のうち第三セクターについては，市の
　出資比率が50％以上の団体を対象としています。

連結対象とした会計

連　　結

単　　体

普通合計
［１会計］

特別合計
［11会計］

外郭合計
［16会計］

一般会計

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　など

佐賀中部広域連合
　　　　　　　　など

貸借対照表〔バランスシート〕(平成22年３月31日現在)

行政コスト計算書

(平成21年４月１日から平成22年３月31日)

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

日

21

22

31

Ｂ

貸
借
対
照
表
(

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
)

平
成

年
３
月

日
現
在

22

31

Ａ

｢
基
準
モ
デ
ル
﹂
と
﹁
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
｣

佐賀市は、普通会計ベースで3,629億円、連結ベースで

5,631億円の資産を形成してきています。

このうち、純資産である、2,558億円（普通会計）、

3,623億円（連結）については、これまでの世代の負担で

支払いが済んでおり、負債である1,071億円（普通会計）、

2,008億円（連結）について、今後将来にわたって負担し

ていくことになります。

(単位：億円)

平成21年度の行政コストの総額は、普通会計ベースで725

億円、連結ベースで1,449億円です。

行政サービスの利用に対する対価として市民の皆さんが負

担した使用料や手数料などの経常収益は、普通会計ベースで

35億円、連結ベースでは153億円です。

行政コストの総額から経常収益を引いた純行政コストは、

普通会計ベースで690億円、連結ベースで1,296億円で、この

不足分は、市税や地方交付税などの一般財源や国・県補助金

で賄っています。

金額金額

連結普通会計
項 目

②物件費

212152①人件費

1,449725
１ 経常費用 計

(行政コスト総額)

4917④業務関連費用

10984③経費

12891

13922①業務収益

15335２ 経常収益 計

951381⑤移転支出

1,296690
３ 純行政コスト

(１経常費用−２経常収益)

1413②業務関連収益

(単位：億円)

Ａ

Ｂ

連結普通会計項 目

３ 純行政コスト

(１経常費用−２経常収益)

71２ 経常収益 計

6131
１ 経常費用 計

(行政コスト総額)

5430

(単位：万円)市民１人あたり

連結普通会計項 目連結普通会計項 目

154109純資産

8545負債239154資産

(単位：万円)市民１人あたり
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21

の
よ
う
に
増
減
し
た
か
に
つ
い
て

財
源
の
変
動
︑
資
産
形
成
充
当
財

源
の
変
動
︑
そ
の
他
純
資
産
の
変

動
に
区
分
し
表
示
し
た
も
の
で
す
︒

︵
イ
︶
財
源
の
変
動

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
計
上
さ

れ
な
い
資
金
の
流
出
入
を
表
示

１
財
源
の
使
途
：
市
税
な
ど
の
一

般
財
源
や
国
・
県
補
助
金
な
ど

の
財
源
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に

使
っ
た
か
を
表
示

(１
)
純
経
常
費
用
へ
の
財
源
措

置
：
純
経
常
費
用
︵
純
行
政
コ

ス
ト
︶
に
支
出
し
た
額

(２
)固
定
資
産
形
成
へ
の
財
源
措

置
：
固
定
資
産
の
形
成
の
た
め

に
支
出
し
た
額

(３
)長
期
金
融
資
産
形
成
へ
の
財

源
措
置
：
基
金
積
立
や
貸
付
金

な
ど
長
期
金
融
資
産
形
成
の
た

め
に
支
出
し
た
額

(４
)そ
の
ほ
か
の
財
源
の
使
途
：

イ
ン
フ
ラ
資
産
に
係
る
直
接
資

本
減
耗
の
額
な
ど

２

財
源
の
調
達
：
財
源
を
ど
の

よ
う
な
収
入
で
調
達
し
た
か
を

表
示

(１
)税
収
・
社
会
保
険
料
：
市
税

や
利
子
割
交
付
金
な
ど
の
交
付

金
︑
特
別
会
計
の
保
険
料
等
の

収
入

(２
)
補
助
金
等
の
移
転
収
入
：

国
・
県
補
助
金
な
ど

(３
)そ
の
ほ
か
の
財
源
調
達
：
貸

付
金
の
償
還
収
入
や
固
定
資
産

の
売
却
収
入
な
ど

(
ロ
)
資
産
形
成
充
当
財
源
の
変
動

財
源
を
将
来
世
代
も
利
用
可
能

な
固
定
資
産
形
成
等
に
ど
の
程
度

使
っ
た
か
を
表
示

１
固
定
資
産
の
変
動
：
公
共
施
設

や
道
路
な
ど
の
資
産
取
得
や
売

却
︑
減
価
償
却
等
に
よ
る
増
減

額
を
表
示

２
長
期
金
融
資
産
の
変
動
：
基
金
︑

貸
付
金
︑
出
資
金
な
ど
の
長
期

金
融
資
産
の
増
減
額
を
表
示

３
評
価
・
換
算
差
額
等
の
変
動
：

固
定
資
産
や
金
融
資
産
の
年
度

中
の
評
価
益
︑
評
価
損
を
表
示

︵
ハ
)
そ
の
ほ
か
の
純
資
産
変
動

財
源
︑
資
産
形
成
充
当
財
源
の

変
動
以
外
の
変
動
を
表
示

１
年
間
の
資
金
の
増
減
を
経
常

的
収
支
︑
資
本
的
収
支
︑
財
務
的

収
支
に
区
分
し
表
示
し
た
も
の
で

す
︒

︵
イ
︶

①
経
常
的
支
出
：
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
中
で
︑
毎
年
度
継
続
的
に

支
出
さ
れ
る
も
の

︵
人
件
費
︑
物
件
費
︑
補
助
費
︑
扶

助
費
な
ど
︶

②
経
常
的
収
入
：
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
中
で
︑
毎
年
度
継
続
的
に

収
入
さ
れ
る
も
の

︵
市
税
︑
保
険
料
︑
使
用
料
︑
手
数

料
な
ど
︶

︵
ロ
︶

①
資
本
的
支
出
：
公
共
施
設
や
道

路
整
備
な
ど
の
資
産
形
成
︑
投
資

や
貸
付
金
な
ど
の
金
融
資
産
形
成

に
支
出
し
た
も
の

②
資
本
的
収
入
：
土
地
な
ど
の
固

定
資
産
の
売
却
収
入
な
ど

︵
ハ
︶

①
財
務
的
支
出
：
地
方
債
や
借
入

金
な
ど
利
子
や
元
本
の
償
還

②
財
務
的
収
入
：
地
方
債
や
借
入

金
の
収
入

お

わ

り

に

行
政
経
営
の
た
め
お
よ
び
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
財
政
状
況
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
︑
よ
り

正
確
な
資
産
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
︑
財
政
の
健
全
性
を
維

持
す
る
手
段
と
し
て
財
務
諸
表
を

活
用
し
て
い
き
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

財
政
課

☎

・
７
０
４
１

40
℻

・
５
６
６
３

26

資
金
収
支
計
算
書

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

日

21

22

31

Ｄ

純
資
産
変
動
計
算
書

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

日

21

22

31

Ｃ

純資産変動計算書（平成21年４月１日から平成22年３月31日）

資金収支計算書（平成21年４月１日から平成22年３月31日）

平成21年度は、普通会計ベースで14億円、連結ベー

スで70億円純資産が増加しており、年度末時点で、

2,558億円（普通会計）、3,623億円（連結）になりまし

た。

なお、財源変動額が、普通会計ベースで43億円、連

結ベースで48億円増加していますが、これは、将来世

代に対する財源の流入を意味します。また、発生主義

による基礎的財政収支に相当するものです。

資産形成充当財源変動額は、普通会計ベースで29億

円減少していますが、これは、固定資産の取得額に比

べて、減価償却等による固定資産の価値の減少額のほ

うが大きかったことが主な要因です。

連結ベースで22億円増加していますが、これは、公

共下水道会計等における固定資産の取得が、経年劣化

等による固定資産の価値の減少を上回ったことが主な

要因です。

金 額金 額

15

連結普通会計
項 目

16２長期金融資産の変動

１財源の使途

22△29

4843(イ)財源変動の部＝(２調達−１使途)

(ロ)資産形成充当財源変動の部

10

3,5532,544Ⅰ 前期未残高

△42１固定資産の変動

421(２)補助金等の移転収入

13349(２)固定資産形成への財源措置

164

1,296690(１)純経常費用(純行政コスト)への財源措置

119(３)そのほかの財源の調達

1,567839

00(ハ)そのほかの純資産変動の部

446342

△3△3３評価・換算差額等の変動

(１)税収・社会保険料

1,005

5536(３)長期金融資産形成への財源措置

8364(４)そのほかの財源の使途

3,6232,558Ⅲ 当期末残高＝(Ⅰ＋Ⅱ)

1,615

7014Ⅱ 当期変動額合計＝(イ＋ロ＋ハ)

882２財源の調達

(単位：億円)
Ｃ

平成21年度は、普通会計ベースで４億円、連結

ベースで６億円の資金が減少しており、期末資金

残高は、普通会計ベースで23億円、連結ベースで

83億円になりました。

基礎的財政収支は、公債費を賄う財源となるも

のですが、普通会計ベースで43億円、連結ベース

で68億円でした。

連結普通会計項 目

8927２期首資金残高

②経常的収入

8323

1,374677①経常的支出

３期末資金残高(１＋２)

215107(イ)経常的収支区分(②収入−①支出)

66②財務的収入

18785①資本的支出

△6

△147△64(ロ)資本的収支区分(②収入−①支出)

△4１当期資金収支(イ＋ロ＋ハ)

1,589784

237113①財務的支出

163

4021②資本的収入

6843基礎的財政収支(イ＋ロ)

△74△47(ハ)財務的収支区分(②収入−①支出)

Ｄ (単位：億円)
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動
︑
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資
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動
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も
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︒

︵
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︶
財
源
の
変
動

行
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書
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の
流
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入
を
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示

１
財
源
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途
：
市
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な
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財
源
や
国
・
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金
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ど
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財
源
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ど
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表
示

(１
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純
経
常
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用
へ
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源
措

置
：
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経
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︵
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行
政
コ

ス
ト
︶
に
支
出
し
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(２
)固
定
資
産
形
成
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の
財
源
措

置
：
固
定
資
産
の
形
成
の
た
め

に
支
出
し
た
額

(３
)長
期
金
融
資
産
形
成
へ
の
財

源
措
置
：
基
金
積
立
や
貸
付
金

な
ど
長
期
金
融
資
産
形
成
の
た

め
に
支
出
し
た
額

(４
)そ
の
ほ
か
の
財
源
の
使
途
：

イ
ン
フ
ラ
資
産
に
係
る
直
接
資

本
減
耗
の
額
な
ど

２

財
源
の
調
達
：
財
源
を
ど
の

よ
う
な
収
入
で
調
達
し
た
か
を

表
示

(１
)税
収
・
社
会
保
険
料
：
市
税

や
利
子
割
交
付
金
な
ど
の
交
付

金
︑
特
別
会
計
の
保
険
料
等
の

収
入

(２
)
補
助
金
等
の
移
転
収
入
：

国
・
県
補
助
金
な
ど
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の
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入
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収
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財
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を
将
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固
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形
成
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に
ど
の
程
度

使
っ
た
か
を
表
示

１
固
定
資
産
の
変
動
：
公
共
施
設

や
道
路
な
ど
の
資
産
取
得
や
売

却
︑
減
価
償
却
等
に
よ
る
増
減

額
を
表
示

２
長
期
金
融
資
産
の
変
動
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︑
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付
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︑
出
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金
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ど
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期
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融
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減
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を
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示
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融
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︑
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を
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示
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間
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的
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支
︑
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本
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︑
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務
的

収
支
に
区
分
し
表
示
し
た
も
の
で

す
︒

︵
イ
︶

①
経
常
的
支
出
：
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
中
で
︑
毎
年
度
継
続
的
に

支
出
さ
れ
る
も
の

︵
人
件
費
︑
物
件
費
︑
補
助
費
︑
扶

助
費
な
ど
︶

②
経
常
的
収
入
：
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
中
で
︑
毎
年
度
継
続
的
に

収
入
さ
れ
る
も
の

︵
市
税
︑
保
険
料
︑
使
用
料
︑
手
数

料
な
ど
︶

︵
ロ
︶

①
資
本
的
支
出
：
公
共
施
設
や
道

路
整
備
な
ど
の
資
産
形
成
︑
投
資

や
貸
付
金
な
ど
の
金
融
資
産
形
成

に
支
出
し
た
も
の

②
資
本
的
収
入
：
土
地
な
ど
の
固

定
資
産
の
売
却
収
入
な
ど

︵
ハ
︶

①
財
務
的
支
出
：
地
方
債
や
借
入

金
な
ど
利
子
や
元
本
の
償
還

②
財
務
的
収
入
：
地
方
債
や
借
入

金
の
収
入

お

わ

り

に

行
政
経
営
の
た
め
お
よ
び
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
財
政
状
況
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
︑
よ
り

正
確
な
資
産
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
︑
財
政
の
健
全
性
を
維

持
す
る
手
段
と
し
て
財
務
諸
表
を

活
用
し
て
い
き
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

財
政
課

☎

・
７
０
４
１

40
℻

・
５
６
６
３

26

資
金
収
支
計
算
書

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

日

21

22

31

Ｄ

純
資
産
変
動
計
算
書

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

日

21

22

31

Ｃ

純資産変動計算書（平成21年４月１日から平成22年３月31日）

資金収支計算書（平成21年４月１日から平成22年３月31日）

平成21年度は、普通会計ベースで14億円、連結ベー

スで70億円純資産が増加しており、年度末時点で、

2,558億円（普通会計）、3,623億円（連結）になりまし

た。

なお、財源変動額が、普通会計ベースで43億円、連

結ベースで48億円増加していますが、これは、将来世

代に対する財源の流入を意味します。また、発生主義

による基礎的財政収支に相当するものです。

資産形成充当財源変動額は、普通会計ベースで29億

円減少していますが、これは、固定資産の取得額に比

べて、減価償却等による固定資産の価値の減少額のほ

うが大きかったことが主な要因です。

連結ベースで22億円増加していますが、これは、公

共下水道会計等における固定資産の取得が、経年劣化

等による固定資産の価値の減少を上回ったことが主な

要因です。

金 額金 額

15

連結普通会計
項 目

16２長期金融資産の変動

１財源の使途

22△29

4843(イ)財源変動の部＝(２調達−１使途)

(ロ)資産形成充当財源変動の部

10

3,5532,544Ⅰ 前期未残高

△42１固定資産の変動

421(２)補助金等の移転収入

13349(２)固定資産形成への財源措置

164

1,296690(１)純経常費用(純行政コスト)への財源措置

119(３)そのほかの財源の調達

1,567839

00(ハ)そのほかの純資産変動の部

446342

△3△3３評価・換算差額等の変動

(１)税収・社会保険料

1,005

5536(３)長期金融資産形成への財源措置

8364(４)そのほかの財源の使途

3,6232,558Ⅲ 当期末残高＝(Ⅰ＋Ⅱ)

1,615

7014Ⅱ 当期変動額合計＝(イ＋ロ＋ハ)

882２財源の調達

(単位：億円)
Ｃ

平成21年度は、普通会計ベースで４億円、連結

ベースで６億円の資金が減少しており、期末資金

残高は、普通会計ベースで23億円、連結ベースで

83億円になりました。

基礎的財政収支は、公債費を賄う財源となるも

のですが、普通会計ベースで43億円、連結ベース

で68億円でした。

連結普通会計項 目

8927２期首資金残高

②経常的収入

8323

1,374677①経常的支出

３期末資金残高(１＋２)

215107(イ)経常的収支区分(②収入−①支出)

66②財務的収入

18785①資本的支出

△6

△147△64(ロ)資本的収支区分(②収入−①支出)

△4１当期資金収支(イ＋ロ＋ハ)

1,589784

237113①財務的支出

163

4021②資本的収入

6843基礎的財政収支(イ＋ロ)

△74△47(ハ)財務的収支区分(②収入−①支出)

Ｄ (単位：億円)
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美
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
︑
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
︑
個
性
あ
る
佐
賀
市
の
発
展
の
た

め
に
も
重
要
な
も
の
で
す
︒

佐
賀
市
景
観
賞
は
︑
佐
賀
市
民
の
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
願
い
︑
こ
れ
か
ら
の

佐
賀
市
の
景
観
形
成
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
道
し
る
べ
に
な
る
よ
う
に
︑
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
の
一
端
を
広
く
紹
介
で
き
る
よ
う
に
と
︑
平
成
９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
︒

市報さが 平成23年２月１日号 市報さが 平成23年２月１日号

佐
賀
市
景
観
賞
は
今
回
で

回
目
を
迎
え
︑
応
募
総
数
１
３
２
通
・
作
品
総
数
１
１
９
件
に
の

14

ぼ
る
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
︑
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
今
年
度
の
受
賞
作
品
に
︑
自
然

景
観
が
２
作
品
︑
歴
史
的
景
観
が
１
作
品
︑
個
性
的
景
観
が
１
作
品
の
合
計
４
作
品
を
選
考
し
ま

し
た
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

概
要

所
在
地
：
久
保
泉
町
川
久
保
２
番
地

所
有
者
：
宮
﨑

惣
助

構

造
：
木
造
２
階
建
て

用

途
：
専
用
住
宅

完
成
年
：
昭
和

年
︵
聞
き
取
り
︶

25

宮
﨑
邸
は
︑
久
保
泉
町
川
久
保
の
神
埼
市

と
の
境
界
付
近
に
建
つ
純
和
風
の
住
宅
で
︑

周
り
に
は
竹
林
︑
柿
の
木
︑
紫
陽
花
な
ど
の

草
木
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
︒

所
有
者
の
宮
﨑
惣
助
は
︑
北
原
白
秋
︑
若

山
牧
水
と
並
び
九
州
三
大
詩
人
と
称
さ
れ
る

久
保
泉
町
出
身
の
中
島
哀
浪
の
愛
弟
子
で
あ

り
︑
哀
浪
は
こ
の
家
の
様
子
を
﹁
惣
助
の

家

は

竹
林
に

囲
ま
れ
て

雨
の
降
る
日
は

い

よ
〳
〵
し
ず
け
き
﹂
と
詠
み
ま
し
た
︒
こ
の

詩
に
も
出
て
く
る
竹
林
は
︑
程
よ
い
か
た
ま

り
と
な
っ
て
遠
く
か
ら
も
良
く
見
え
︑
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

～
竹
林
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
～

宮

﨑

邸

宮

﨑

邸

概
要

所
在
地
：
本
庄
町
大
字
本
庄

管

理
：
溝
口
自
治
会
の
み
な
さ
ん

今
回
受
賞
し
た
矢
竹
の
生
け
垣
は
︑
本

庄
町
溝
口
に
あ
り
ま
す
︒
周
防
殿
橋
︵
通

称
：
ス
ッ
ト
ン
ト
ン
バ
シ
︶
を
起
点
に
静じ

ょ

元う
げ

寺ん
じ

の
敷
地
北
側
か
ら
溝
口
公
民
館
付
近

ま
で
続
い
て
お
り
︑
そ
の
長
さ
は
２
０
０

ｍ
以
上
に
な
り
ま
す
︒
特
に
静
元
寺
の
東

入
口
付
近
か
ら
南
の
方
は
︑
狭
く
て
蛇
行

し
て
い
る
道
の
両
側
に
あ
り
ユ
ニ
ー
ク
な

空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
︒
小
学
生

の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の
道
は
︑

歩
い
て
い
て
癒
や
し
を
感
じ
る
場
所
で
も

あ
り
ま
す
︒

連
続
し
た
矢
竹
の
生
け
垣
は
こ
の
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
象
徴
し
て
お
り
︑
地

元
の
み
な
さ
ん
に
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
︒

～
蛇だ

行こ
う

し
た
狭
い
道
に
連
な
る
癒い

や
し
の
空
間
～

本
庄
町
溝
口
の
矢
竹
の
生
け
垣

本
庄
町
溝
口
の
矢
竹
の
生
け
垣

～
西
濠
端
の
昔
の
記
憶
を
今
に
伝
え
る
～

舟

木

邸

舟

木

邸

～
平
地
の
中
の
貴
重
な
樹
林
地
～

佐
賀
県
林
業
試
験
場
平
成
子
ど
も
記
念
の
森

佐
賀
県
林
業
試
験
場
平
成
子
ど
も
記
念
の
森

概
要

所
在
地
：
赤
松
町
１

−

15

所
有
者
：
舟
木

那
須
子

構

造
：
木
造
２
階
建
て

用

途
：
専
用
住
宅

完
成
年
：
大
正
５
年

赤
松
町
に
あ
る
舟
木
邸
は
︑
大

正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
佐
賀

県
を
中
心
に
建
築
活
動
を
展
開
し
︑

柳
町
に
あ
る
旧
古
賀
銀
行
の
増
築

工
事
の
設
計
・
施
工
を
行
っ
た
舟

木
右
馬
之
助
の
自
邸
で
︑
舟
木
自

身
に
よ
り
設
計
・
施
工
さ
れ
た
大

正
時
代
の
建
物
で
す
︒

周
辺
の
古
い
建
物
が
ど
ん
ど
ん

壊
さ
れ
て
い
く
中
︑
舟
木
邸
は
昔

か
ら
変
わ
ら
な
い
門
と
と
も
に
西

濠
端
の
昔
の
記
憶
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
存
在
で
す
︒

概
要

所
在
地
：
大
和
町
大
字
池
上

３
４
０
８

管
理
者
：
佐
賀
県

完
成
年
：
平
成

年
15

平
成
子
ど
も
記
念
の
森
は
︑
皇

太
子
ご
夫
妻
の
長
女
愛
子
さ
ま
の

ご
誕
生
を
記
念
し
︑
大
和
町
大
字

池
上
の
佐
賀
県
林
業
試
験
場
に
隣

接
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
︒

敷
地
内
に
は
約
３
０
０
種
類
の

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
お
り
︑
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
た

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
と
も
に
魅

力
あ
る
空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
平
地
の
中
に
あ
る

樹
林
地
と
し
て
四
季
折
々
の
彩
り

豊
か
な
景
色
を
つ
く
り
出
す
貴
重

な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

ト
ト
ロ
の
森
を
連
想
さ
せ
る
こ

の
森
は
︑
そ
の
名
の
と
お
り
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習

の
場
と
し
て
︑
今
後
の
利
用
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
施
設
で
も
あ
り

ま
す
︒

都
市
景
観
事
業
イ
ベ
ン
ト

■
日
時

２
月
４
日
㈮

時
～

14

■
場
所

佐
賀
市
歴
史
民
俗
館

■
内
容

景
観
賞
表
彰
式

重
要
建
築
物
等
指
定
書
授
与
式

講
演
会

講
師
：
九
州
大
学
大
学
院

特
任
助
教

高
尾

忠
志
さ
ん

※
入
場
は
無
料
で
︑
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
︒

※
パ
ネ
ル
展
も
行
い
ま
す
︒

︵
展
示
期
間

２
月
４
日
㈮
～
２
月
６
日
㈰
︶

都
市
景
観
事
業

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

第

回
佐
賀
市
景
観
賞
の
受
賞

14

作
品
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
の
で
︑

希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

︵
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
︶︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

建
築
指
導
課

都
市
景
観
係

☎

・
７
１
７
２

40
℻

・
７
３
９
２

40

佐
賀
市
景
観
賞
と
は
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美
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
︑
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
︑
個
性
あ
る
佐
賀
市
の
発
展
の
た

め
に
も
重
要
な
も
の
で
す
︒

佐
賀
市
景
観
賞
は
︑
佐
賀
市
民
の
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
願
い
︑
こ
れ
か
ら
の

佐
賀
市
の
景
観
形
成
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
道
し
る
べ
に
な
る
よ
う
に
︑
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
の
一
端
を
広
く
紹
介
で
き
る
よ
う
に
と
︑
平
成
９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
︒

市報さが 平成23年２月１日号 市報さが 平成23年２月１日号

佐
賀
市
景
観
賞
は
今
回
で

回
目
を
迎
え
︑
応
募
総
数
１
３
２
通
・
作
品
総
数
１
１
９
件
に
の

14

ぼ
る
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
︑
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
今
年
度
の
受
賞
作
品
に
︑
自
然

景
観
が
２
作
品
︑
歴
史
的
景
観
が
１
作
品
︑
個
性
的
景
観
が
１
作
品
の
合
計
４
作
品
を
選
考
し
ま

し
た
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

概
要

所
在
地
：
久
保
泉
町
川
久
保
２
番
地

所
有
者
：
宮
﨑

惣
助

構

造
：
木
造
２
階
建
て

用

途
：
専
用
住
宅

完
成
年
：
昭
和

年
︵
聞
き
取
り
︶

25

宮
﨑
邸
は
︑
久
保
泉
町
川
久
保
の
神
埼
市

と
の
境
界
付
近
に
建
つ
純
和
風
の
住
宅
で
︑

周
り
に
は
竹
林
︑
柿
の
木
︑
紫
陽
花
な
ど
の

草
木
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
︒

所
有
者
の
宮
﨑
惣
助
は
︑
北
原
白
秋
︑
若

山
牧
水
と
並
び
九
州
三
大
詩
人
と
称
さ
れ
る

久
保
泉
町
出
身
の
中
島
哀
浪
の
愛
弟
子
で
あ

り
︑
哀
浪
は
こ
の
家
の
様
子
を
﹁
惣
助
の

家

は

竹
林
に

囲
ま
れ
て

雨
の
降
る
日
は

い

よ
〳
〵
し
ず
け
き
﹂
と
詠
み
ま
し
た
︒
こ
の

詩
に
も
出
て
く
る
竹
林
は
︑
程
よ
い
か
た
ま

り
と
な
っ
て
遠
く
か
ら
も
良
く
見
え
︑
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

～
竹
林
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
～

宮

﨑

邸

宮

﨑

邸

概
要

所
在
地
：
本
庄
町
大
字
本
庄

管

理
：
溝
口
自
治
会
の
み
な
さ
ん

今
回
受
賞
し
た
矢
竹
の
生
け
垣
は
︑
本

庄
町
溝
口
に
あ
り
ま
す
︒
周
防
殿
橋
︵
通

称
：
ス
ッ
ト
ン
ト
ン
バ
シ
︶
を
起
点
に
静じ

ょ

元う
げ

寺ん
じ

の
敷
地
北
側
か
ら
溝
口
公
民
館
付
近

ま
で
続
い
て
お
り
︑
そ
の
長
さ
は
２
０
０

ｍ
以
上
に
な
り
ま
す
︒
特
に
静
元
寺
の
東

入
口
付
近
か
ら
南
の
方
は
︑
狭
く
て
蛇
行

し
て
い
る
道
の
両
側
に
あ
り
ユ
ニ
ー
ク
な

空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
︒
小
学
生

の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の
道
は
︑

歩
い
て
い
て
癒
や
し
を
感
じ
る
場
所
で
も

あ
り
ま
す
︒

連
続
し
た
矢
竹
の
生
け
垣
は
こ
の
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
象
徴
し
て
お
り
︑
地

元
の
み
な
さ
ん
に
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
︒

～
蛇だ

行こ
う

し
た
狭
い
道
に
連
な
る
癒い

や
し
の
空
間
～

本
庄
町
溝
口
の
矢
竹
の
生
け
垣

本
庄
町
溝
口
の
矢
竹
の
生
け
垣

～
西
濠
端
の
昔
の
記
憶
を
今
に
伝
え
る
～

舟

木

邸

舟

木

邸

～
平
地
の
中
の
貴
重
な
樹
林
地
～

佐
賀
県
林
業
試
験
場
平
成
子
ど
も
記
念
の
森

佐
賀
県
林
業
試
験
場
平
成
子
ど
も
記
念
の
森

概
要

所
在
地
：
赤
松
町
１

−

15

所
有
者
：
舟
木

那
須
子

構

造
：
木
造
２
階
建
て

用

途
：
専
用
住
宅

完
成
年
：
大
正
５
年

赤
松
町
に
あ
る
舟
木
邸
は
︑
大

正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
佐
賀

県
を
中
心
に
建
築
活
動
を
展
開
し
︑

柳
町
に
あ
る
旧
古
賀
銀
行
の
増
築

工
事
の
設
計
・
施
工
を
行
っ
た
舟

木
右
馬
之
助
の
自
邸
で
︑
舟
木
自

身
に
よ
り
設
計
・
施
工
さ
れ
た
大

正
時
代
の
建
物
で
す
︒

周
辺
の
古
い
建
物
が
ど
ん
ど
ん

壊
さ
れ
て
い
く
中
︑
舟
木
邸
は
昔

か
ら
変
わ
ら
な
い
門
と
と
も
に
西

濠
端
の
昔
の
記
憶
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
存
在
で
す
︒

概
要

所
在
地
：
大
和
町
大
字
池
上

３
４
０
８

管
理
者
：
佐
賀
県

完
成
年
：
平
成

年
15

平
成
子
ど
も
記
念
の
森
は
︑
皇

太
子
ご
夫
妻
の
長
女
愛
子
さ
ま
の

ご
誕
生
を
記
念
し
︑
大
和
町
大
字

池
上
の
佐
賀
県
林
業
試
験
場
に
隣

接
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
︒

敷
地
内
に
は
約
３
０
０
種
類
の

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
お
り
︑
ま
っ
す
ぐ
に
延
び
た

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
と
も
に
魅

力
あ
る
空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
平
地
の
中
に
あ
る

樹
林
地
と
し
て
四
季
折
々
の
彩
り

豊
か
な
景
色
を
つ
く
り
出
す
貴
重

な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

ト
ト
ロ
の
森
を
連
想
さ
せ
る
こ

の
森
は
︑
そ
の
名
の
と
お
り
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習

の
場
と
し
て
︑
今
後
の
利
用
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
施
設
で
も
あ
り

ま
す
︒

都
市
景
観
事
業
イ
ベ
ン
ト

■
日
時

２
月
４
日
㈮

時
～

14

■
場
所

佐
賀
市
歴
史
民
俗
館

■
内
容

景
観
賞
表
彰
式

重
要
建
築
物
等
指
定
書
授
与
式

講
演
会

講
師
：
九
州
大
学
大
学
院

特
任
助
教

高
尾

忠
志
さ
ん

※
入
場
は
無
料
で
︑
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
︒

※
パ
ネ
ル
展
も
行
い
ま
す
︒

︵
展
示
期
間

２
月
４
日
㈮
～
２
月
６
日
㈰
︶

都
市
景
観
事
業

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

第

回
佐
賀
市
景
観
賞
の
受
賞

14

作
品
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
の
で
︑

希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

︵
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
︶︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

建
築
指
導
課

都
市
景
観
係

☎

・
７
１
７
２

40
℻

・
７
３
９
２

40

佐
賀
市
景
観
賞
と
は



８

6〜8㎥

基本

料金

0〜5㎥

区分諸富町使用水量

事業

61〜80㎥

51〜60㎥

31〜50㎥

26〜30㎥

11〜25㎥

(１
㎥
に
つ
き
)

超
過
料
金

9〜10㎥

3,001㎥以上

250155〜3,000㎥

300101〜154㎥

85〜100㎥
280

81〜84㎥

1,150
基本

料金

1,150

富士

南部
大和町

大和
(大和飲料水
供給施設含む)

区分 旧佐賀市

簡易水道事業上水道事業

(１
㎥
に
つ
き
)

超
過
料
金

190

80

1,3001,300

1,000

195195

90

190

280 280
280

240240

100

300
220 220

200200

市報さが 平成23年２月１日号

佐
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
は
国
の
認
可

を
得
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
︒
今
回
︑

公
共
下
水
道
の
整
備
の
進
捗
状
況
に
合
わ

せ
て
︑
認
可
区
域
を
拡
大
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

■
認
可
拡
大
区
域

佐
賀
市
久
保
和
泉
町

大
字
川
久
保
・
上
和
泉
・
下
和
泉
︑
金
立

町
大
字
金
立
・
千
布
︑
兵
庫
町
大
字
渕
︑

巨
勢
町
大
字
修
理
田
︑
北
川
副
町
大
字
光

法
︑
本
庄
町
大
字
正
里
・
鹿
子
・
末
次
︑

嘉
瀬
町
大
字
十
五
の
各
一
部

認
可
拡
大
区
域
の
平
面
図
は

縦
覧
で
き
ま
す

■
場
所

・
佐
賀
市
水
道
局
５
階

下
水
道
企
画
課

(若
宮
三
丁
目
︶

・
佐
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

く
わ
し
い
場
所
︵
家
屋
単
位
な
ど
︶
で

の
汚
水
処
理
方
式
︵
公
共
下
水
道
・
浄
化

槽
な
ど
︶
を
確
認
し
た
い
場
合
は
︑
電
話

ま
た
は
︑
下
水
道
企
画
課
窓
口
に
て
確
認

く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
電
話
な
ど
で
の
問
い
合
わ
せ
で

場
所
の
特
定
が
で
き
な
い
場
合
は
︑
フ
ァ

ク
ス
な
ど
で
︑
図
面
の
提
出
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

■
改
定
日

４
月
１
日
㈮

※
４
月
１
日
を
ま
た
が
る
使
用
の

場
合
は
︑
旧
料
金
で
計
算
し
ま
す
︒

■
実
施
時
期

︵
２
か
月
ご
と
の
定
例
検
針
分
︶

・
旧
佐
賀
市
の
偶
数
月
検
針
地
区

お
よ
び
諸
富
町
⁝

平
成

年
６
月
検
針
分
か
ら

23

・
旧
佐
賀
市
の
奇
数
月
検
針
地
区
︑

大
和
町
お
よ
び
富
士
町
⁝

平
成

年

月
検
針
分
か
ら

23

7

■
平
均
改
定
率

・
上
水
道
事
業

△
１
・
６
％

・
簡
易
水
道
事
業

・
５
％

25

○
富
士
南
部
簡
易
水
道
事
業
は
︑

激
変
緩
和
の
た
め
に
経
過
措
置
を

設
け
ま
す
︒

○
川
副
・
東
与
賀
町
は
︑
佐
賀
東

部
水
道
企
業
団
の
料
金
改
定
に
よ

り
４
月
１
日
㈮
以
降
の
検
針
分
か

ら
︑
水
道
料
金
が
値
下
げ
さ
れ
ま

す
︒

︻
問
い
合
わ
せ
︼

・
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団

佐
賀
営
業
所

☎

・
６
２
１
２

30

○
久
保
田
町
は
現
行
ど
お
り
で
す
︒

︻
問
い
合
わ
せ
︼

・
西
佐
賀
水
道
企
業
団

業
務
課

☎

・
２
２
２
５

68
問
い
合
わ
せ

水
道
局

☎

・
１
３
１
３

33
℻

・
１
３
３
６

33

問
い
合
わ
せ

下
水
道
企
画
課
︵
水
道
局
内
︶

☎

・
５
０
４
５

34
℻

・
１
５
０
５

33

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

平
成

年

月
の
市
町
村
合
併
以
降
︑
佐
賀
市
水
道
局
の
給
水
区
域
内
︵
旧
佐
賀

17

10

市
・
諸
富
町
・
大
和
町
・
富
士
町
︶
で
地
区
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
水
道
料
金
を
︑

今
回
の
改
定
に
よ
り
統
一
し
ま
す
︒

料
金
統
一
に
よ
り
︑
旧
佐
賀
市
・
諸
富
町
・
大
和
町
で
は
１
か
月
あ
た
り

㎥
以
上
使
用
し
た
場
合
の
水
道

81

料
金
が
変
わ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
簡
易
水
道
事
業
の
料
金
体
系
は
上
水
道
事
業
と
同
様
に
な
り
ま
す
︒

佐
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
の

認
可
区
域
を
拡
大
し
ま
し
た

一般用料金単価表表１

水道料金速算表表２ ※使用日数が30日までの場合は１か月料金で、30日を超える場合は２か月料金で算定します。

200

270

240

195(１
㎥
に
つ
き
)

超
過
料
金

190

基本

料金 1,300

1,150

改定後

(統一料金)

(単位：円、税抜、１か月あたり)

現 行 料 金

◆２か月料金 （単位：円、税抜) ◆１か月料金 （単位：円、税抜)

270×使用水量(㎥)− 11,700

240×使用水量(㎥)− 6,900

195×使用水量(㎥)− 1,500

190×使用水量(㎥)− 1,200

2,600

2,300

一

般

用

料金速算式水 量

6,001㎥〜

161㎥〜6,000㎥

121㎥〜160㎥

61㎥〜120㎥

21㎥〜60㎥

20㎥まで

10㎥まで

96×使用水量(㎥)＋ 92,700工場用 601㎥〜

200×使用水量(㎥)＋408,300

270×使用水量(㎥)− 5,850

240×使用水量(㎥)− 3,450

195×使用水量(㎥)− 750

190×使用水量(㎥)− 600

1,300

1,150

一

般

用

料金速算式水 量

3,001㎥〜

81㎥〜3,000㎥

61㎥〜80㎥

31㎥〜60㎥

11㎥〜30㎥

10㎥まで

５㎥まで

96×使用水量(㎥)＋ 46,350工場用 301㎥〜

200×使用水量(㎥)＋204,150

※工場用については600㎥以下は一般用と同様 ※工場用については300㎥以下は一般用と同様



９

電
子
証
明
書
を

取
得
し
て
い
る
人
へ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

交
付
な
ど
の
本
人
確
認
を

厳
格
化
し
ま
す

市報さが 平成23年２月１日号

佐
賀
都
市
計
画
道
路
︵
神
野
町
線
ほ
か
４
路
線
の
変
更
︶
の

原
案
の
説
明
会
と
︑
公
聴
会
の
開
催

佐
賀
都
市
計
画
道
路
︵
神
野
町
線
ほ
か
４
路
線
の
変
更
︶
の

原
案
の
説
明
会
と
︑
公
聴
会
の
開
催

市
で
は
︑
佐
賀
都
市
計
画
道
路
︵
神
野
町
線
ほ
か
４
路
線
︶
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
︑
広
く
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
︑
多
く
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
て
︑
都
市
計
画
の
案
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

■
説
明
会
の
開
催
日
時
な
ど

(対
象
路
線
番
号
は
下
図
参
照
)

▼
日
時

２
月
８
日
㈫

時
～

19

・
場
所

東
西
寺
小
路
公
民
館

①
今
津
線
︵
西
田
代
二
丁
目
～
本

庄
町
大
字
本
庄
の
区
間
︶
の
変
更

▼
日
時

２
月
９
日
㈬

時
～

19

・
場
所

勧
興
公
民
館

②
辻
の
堂
十
間
堀
橋
線
の
廃
止

▼
日
時

２
月

日
㈭

時
～

10

19

・
場
所

神
野
公
民
館

③
神
野
町
線
の
変
更

④
若
宮
線
の
廃
止

▼
日
時

２
月

日
(金
・
祝
)

11
時
～

19

・
場
所

赤
松
公
民
館

②
辻
の
堂
十
間
堀
橋
線
の
廃
止

⑤
水
ヶ
江
鬼
丸
線
の
廃
止

■
公
聴
会

・
日
時

２
月

日
㈪

時
～

28

19

・
場
所

市
役
所
大
財
別
館
４
階

会
議
室

︻
計
画
原
案
の
閲
覧
︼

▼
期
間

２
月
１
日
㈫
～

日
㈪

21

▼
閲
覧
場
所
︵
開
庁
時
閲
覧
︶

・
場
所

市
役
所

都
市
政
策
課

※
今
津
線
は
︑
県
庁
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
も
閲
覧
可

︻
公
聴
会
で
の
公
述
申
し
出
︼

住
所
︑
氏
名
︑
職
業
お
よ
び
年

齢
を
記
入
の
上
︑
意
見
の
趣
旨
と

そ
の
理
由
を
記
載
し
︑
郵
送
ま
た

は
持
参
く
だ
さ
い
︒

■
受
付
期
限

２
月

日
㈪

21
時

分

17

15

■
提
出
先

・
今
津
線
⁝
県
庁
ま
ち
づ
く
り

推
進
課

・
今
津
線
以
外
の
対
象
路
線
⁝

市
役
所

都
市
政
策
課

○
同
要
旨
の
意
見
や
公
述
申
し
出

が
多
数
の
場
合
は
︑
人
数
と
時
間

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

○
公
聴
会
は
傍
聴
自
由
︒
た
だ
し

傍
聴
者
の
発
言
は
で
き
ま
せ
ん
︒

○
公
述
申
し
出
が
な
い
場
合
は
︑

公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
︒
中
止
の

場
合
は
各
閲
覧
場
所
に
２
月

日
22

㈫
掲
示
し
︑
県
お
よ
び
︑
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
︒

※
こ
れ
に
伴
う
用
途
地
域
の
変
更

に
つ
い
て
も
説
明
を
行
い
ま
す
︒

な
り
す
ま
し
な
ど
に
よ
る
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
不
正
取
得
を

防
止
す
る
た
め
︑
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
即
日
交
付
な
ど
の
際
に

提
示
す
る
本
人
確
認
書
類
が
︑
今

年
１
月
４
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
︒

○
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証

↓
暗
証
番
号
を
照
合
し
ま
す
。

○
非
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
、

旅
券
︵
パ
ス
ポ
ー
ト
︶
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

↓
健
康
保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
、

も
う
一
点
本
人
確
認
書
類
を
提

示
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
︑
そ
の
ほ
か
の
本
人
確

認
書
類
を
複
数
提
示
の
上
で
︑
照

会
書
に
よ
る
手
続
き
と
な
り
︑
即

日
で
の
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
即
日
対
応
で
き
る
の
は
︑

本
庁
で
の
受
け
付
け
の
み
で
す
︒

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
新

規
発
行
・
更
新
日
か
ら
３
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
︒

e-T
ax
を
利
用
し
て
確
定
申
告

を
す
る
前
に
︑
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
︒た

だ
し
︑
名
前
や
住
所
な
ど
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
︑
有
効
期

限
を
待
た
ず
に
自
動
的
に
失
効
し

ま
す
︒

更
新
の
手
続
き
は
︑
有
効
期
限

３
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
︒

例
年
︑
確
定
申
告
時
期
は
窓
口

が
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
︒

窓
口
で
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

本
庁

市
民
生
活
課

☎

・
７
０
８
１

40
℻

・
９
１
８
８

28

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
役
所

都
市
政
策
課

☎

・
７
１
６
３

40
佐
賀
県
庁

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎

・
７
１
５
９

25

③

⑤
①

②

④西
部
環
状
線

多
布
施
川

国
道
２
６
４
号

国
道
２
６
３
号

国道34号

日新小

佐賀工業

佐賀大学

県庁

南部バイパス

国道207
号

エスプラッツ

どん3の森

佐賀駅

ほほえみ館

佐賀署

神野公園

変更路線（予定）
廃止路線（予定）
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佐
賀
市
ご
み
指
定
袋
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

事
業
活
動
︵
特
に
環
境
面
の
取
り
組
み
︶
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
︒

市報さが 平成23年２月１日号

佐
賀
市
で
は
︑
や
ま
び
こ
の
湯
の
改
修
を

行
な
い
︑
観
光
や
産
業
の
振
興
に
寄
与
し
︑

地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
︑
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
設
計
業
務
受
託
者
の
選

定
を
実
施
し
ま
す
︒

■
対
象
施
設

佐
賀
市
や
ま
び
こ
の
湯

(三
瀬
村
藤
原
３
９
２
９
番
地
２
)

■
主
な
業
務
範
囲

基
本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計

■
募
集
日
程

・
選
定
実
施
要
領
等
の
配
布
期
間

２
月
１
日
㈫
～

日
㈪

14

・
参
加
表
明
書
の
提
出
期
限

２
月

日
㈪

時

14

17

・
提
案
書
の
提
出
期
限

３
月
４
日
㈮

時
17

■
委
託
期
間
︵
予
定
︶

契
約
締
結
日
か
ら
８
月

日
㈪

15

※
応
募
資
格
・
業
務
内
容
な
ど
︑
く
わ
し
く

は
担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒
応
募

要
項
等
は
担
当
課
に
設
置
︒
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
︒

歴
史
と
文
化
の
薫
る
花
と
み
ど
り
の
街
づ

く
り
を
推
進
し
︑
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄

与
す
る
目
的
で
設
置
し
た
徐
福
長
寿
館
︒

﹁
健
康
と
長
寿
﹂
が
テ
ー
マ
の
金
立
公
園
徐

福
の
里
薬
用
植
物
園
の
メ
イ
ン
施
設
で
す
︒

■
応
募
資
格

佐
賀
市
内
に
本
店
︑
支
店
な

ど
を
有
す
る
法
人
や
団
体
︵
個
人
不
可
︶

■
対
象
施
設

佐
賀
市
徐
福
長
寿
館

(金
立
町
１
１
９
７
番
地
１
６
６
)

■
募
集
日
程

・
募
集
要
項
等
の
配
布
期
間

２
月
１
日
㈫
～

日
㈫

15

・
参
加
表
明
書
の
提
出
期
限

２
月

日
㈫

時

15

17

・
指
定
申
請
書
の
提
出
期
限

３
月

日
㈭

時

10

17

■
指
定
期
間

契
約
締
結
日
か
ら
平
成

年
３
月

日
㈭

28

31

※
応
募
資
格
・
業
務
内
容
な
ど
︑
く
わ
し
く

は
担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒
応
募

要
項
等
は
担
当
課
に
設
置
︒
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
︒

■
掲
載
す
る
ご
み
指
定
袋
・
帯
封

お
よ
び
枚
数
︵
枚
数
は
予
定
︶

①
旧
佐
賀
市

指
定
袋

『燃
え
る
ご
み
用
︵
大
︶﹄
４
０
０
万
枚

②
旧
佐
賀
市

指
定
袋
帯
封

『燃
え
る
ご
み
用
︵
大
︶﹄

万
枚

40

③
川
副
町
・
東
与
賀
町

指
定
袋

『可
燃
物
︵
大
︶︑
可
燃
物
︵
中
︶︑
ガ
ラ
ス

︵
中
︶︑
金
属
︵
中
︶﹄
計
１
０
０
万
枚

■
募
集
対
象

①
︑
②
平
成

年
合
併
前
の
佐
賀
市
ま
た
は

17

久
保
田
町
の
区
域
内
に
︑
本
店
︑
支
店
︑
営

業
所
な
ど
が
あ
る
会
社
や
団
体

③
川
副
町
ま
た
は
東
与
賀
町
に
︑
本
店
︑
支

店
︑
営
業
所
な
ど
が
あ
る
会
社
や
団
体

■
作
成
期
間

平
成

年
６
月
～
平
成

年
５
月

23

24

※
販
売
時
期
は
︑
各
販
売
店
舗
の
在
庫
状
況

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
︒

■
広
告
の
大
き
さ
︵
下
図
参
照
︶

・
指
定
袋
(大
)縦

㎜
×
横
３
６
０
㎜
程
度

60

・
指
定
袋
(中
)縦

㎜
×
横
２
８
５
㎜
程
度

45

・
指
定
袋
帯
封

表
に
出
る
部
分

縦

㎜
×
横

㎜
程
度

30

90

隠
れ
る
部
分

縦
１
２
０
㎜
×
横

㎜
程
度

90

■
広
告
掲
載
料

①
１
枠

万
円

②
︑
③
１
枠

万
円

20

10

※
広
告
収
入
は
︑
環
境
啓
発
の
経
費
に
使
用

し
ま
す
︒

■
募
集
数

①
︑
②
各
１
枠

③
３
枠

※
１
社
が
申
し
込
め
る
広
告
数
は
①
②
③
そ

れ
ぞ
れ
１
枠
で
す
︒

■
応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
に
広
告
の
原

稿
を
添
え
て
︑
提
出
く
だ
さ
い
︒
申
込
書
は

担
当
課
に
設
置
︒
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
︒

■
申
込
期
限

２
月

日
㈪

28

※
応
募
多
数
の
場
合
は
市
が
選
考
し
ま
す
︒

な
お
︑
公
共
性
︑
品
位
を
損
な
う
お
そ
れ
が

な
い
も
の
な
ど
一
定
の
制
限
を
設
け
て
い
ま

す
︒申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

循
環
型
社
会
推
進
課

３
Ｒ
推
進
係

(佐
賀
市
清
掃
工
場
内
)

☎

・
２
４
３
０

℻

・
２
４
９
４

30

30

ごみイラスト等掲載

地区名 なまえ

燃えるごみ
一般家庭用（大）

掲載位置（例）

佐賀市

燃えるごみ（大）
佐賀市指定ごみ袋

広告部分

広告部分

佐
賀
市
徐
福
長
寿
館

指
定
管
理
者
の
募
集

佐
賀
市
徐
福
長
寿
館

指
定
管
理
者
の
募
集

佐
賀
市
や
ま
び
こ
の
湯

設
計
業
務
事
業
者
の
募
集

佐
賀
市
や
ま
び
こ
の
湯

設
計
業
務
事
業
者
の
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁

緑
化
推
進
課

公
園
係

(本
庁
６
階
︶

☎

・
７
１
６
２

℻

・
７
３
７
６

40

26

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁

商
業
振
興
課

商
業
振
興
係
︵
本
庁
３
階
︶

☎

・
７
１
０
０

℻

・
６
２
４
４

40

26

三
瀬
支
所

産
業
振
興
課

産
業
観
光
係

☎

・
２
１
１
１

℻

・
２
９
１
２

56

56

帯封 指定ごみ袋
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家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す

平
成

年
度

就
学
援
助
の
申
請
(
在
校
生
)
受
付
中

23

市報さが 平成23年２月１日号

■
依
頼
会
員
の
利
用
対
象

︹
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
︺

佐
賀
市
在
住
の
妊
産
婦
で
︑
身
内

か
ら
身
の
回
り
の
生
活
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
人

︹
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
︺

佐
賀
市
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人

■
利
用
期
間

︹
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
︺

出
産
後
８
週
間
以
内
ま
た
は
︑
切

迫
流
・
早
産
な
ど
医
師
の
指
示
で

安
静
が
必
要
な
人

︹
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
︺

子
ど
も
が
０
歳
～
小
学
校
６
年
生

ま
で

■
サ
ポ
ー
ト
の
申
し
込
み

︹
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
︺

出
産
予
定
日
の
２
カ
月
前
ま
で

︹
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
︺

利
用
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま
で

■
サ
ポ
ー
ト
内
容

︹
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
︺

家
事
全
般
や
上
の
子
の
遊
び
相
手
︑

送
迎
な
ど

︹
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
︺

保
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎
と
預
か

り
︑
放
課
後
・
学
童
保
育
終
了
後

の
預
か
り
︑
保
護
者
が
病
気
や
用

事
時
の
預
か
り
な
ど

■
利
用
の
基
準

月
曜
～
金
曜
︵
７
時
～

時
︶

19

︹
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
︺

１
時
間
７
０
０
円

︹
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
︺

１
時
間
６
０
０
円

※
時
間
外
と
︑
土
・
日
・
祝
日
な

ど
は
割
増
と
な
り
ま
す
︒

※
ひ
と
り
親
家
庭
︵
所
得
制
限
あ

り
︶
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
︑

利
用
料
金
が
一
律
４
０
０
円
／
時

間
と
な
り
ま
す
︒

⑤
前
記
の
期
間
に
︑
３
カ
月
以
上

の
入
院
を
し
て
い
な
い
︒

⑥
世
帯
に
︑
介
護
保
険
料
も
し
く

は
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
が
な
い
︒

※
申
請
方
法
な
ど
︑
く
わ
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

③
市
民
税
非
課
税
世
帯

④
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
と

認
定
さ
れ
︑
１
年
間
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
︒

︵
７
日
間
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
は
除
く
︶

■
対
象
者

被
介
護
者
が
︑
次
の

す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

①
被
介
護
者
と
介
護
者
が
と
も
に

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
︒

②
同
居
ま
た
は
同
居
に
近
い
状
態

で
︑
常
時
介
護
し
て
い
る
︒

介
護
保
険
の
要
介
護
４
・
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
︑
１
年
間
︑
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
を
対
象
に
︑

年
額

万
円
を
支
給
し
ま
す
︒

10

め
て
申
請
す
る
人
は
︑
学
事
課
ま

た
は
各
支
所
教
育
課
備
え
付
け
の

申
請
書
に
︑
必
要
事
項
を
記
入
し
︑

学
事
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
課
へ

提
出
く
だ
さ
い
︒

※
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る
人
も

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
︒

■
申
請
期
限

２
月

日
㈪

28

︵
新
小
学
１
年
生
は
︑
入
学
後
～

４
月

日
㈮
ま
で
受
け
付
け
︶

22

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
︑
４
月
分
か
ら
の
援
助
を
希

望
す
る
場
合
は
︑
申
請
期
限
ま
で

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
︒

給
食
費
︑
医
療
費
な
ど
︒︵
学
年

や
区
域
外
就
学
な
ど
︑
状
況
に
よ

り
該
当
し
な
い
費
目
も
あ
り
ま

す
︶

■
申
請
方
法
・
申
請
書
提
出
先

○
佐
賀
市
立
の
小
･中
学
校

学
校
備
え
付
け
の
﹁
平
成

年
23

度
就
学
援
助
申
請
書
﹂
に
︑
必
要

事
項
を
記
入
し
︑
学
校
に
提
出
く

だ
さ
い
︒

○
佐
賀
市
立
以
外
の
学
校

現
在
援
助
を
受
け
て
い
る
人
は

学
校
備
え
付
け
の
申
請
書
に
︑
初

■
対
象
世
帯

・
世
帯
全
員
の
所
得
合
計
が
︑
教

育
委
員
会
が
定
め
る
基
準
額
よ
り

少
な
い
世
帯

・
保
護
者
の
失
業
︑
災
害
そ
の
ほ

か
の
理
由
に
よ
り
就
学
援
助
を
支

給
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
世
帯

・
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
世
帯

■
援
助
費
目

学
用
品
費
な
ど
︑

新
入
学
用
品
費
︑
修
学
旅
行
費
︑

校
外
活
動
費︵
宿
泊
を
伴
う
も
の
︶︑

市
内
在
住
で
︑
市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
い
る
世
帯
の

う
ち
︑
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
用
品
費
や
給
食
費
の
支
払
い
に
お
困
り
の

家
庭
に
対
し
て
︑
学
校
教
育
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

高
齢
福
祉
課

長
寿
推
進
係

☎

・
７
２
５
３

40
℻

・
７
３
９
３

40

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

学
事
課

学
務
係

☎

・
７
３
５
８

40
℻

・
７
３
７
８

26

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

ふ
る
は
ぁ
と

(佐
賀
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
『ゆ
め
･ぽ
け
っ
と
』内
)

☎

・
７
２
８
８

40
℻

・
２
９
１
１

28

子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
人
︵
依
頼
会
員
︶
は
︑
随
時
受
け
付
け
を

し
て
い
ま
す
︒
事
前
の
入
会
申
し
込
み
が
必
要
で
す
︒
申
し
込
み
後
︑
サ

ポ
ー
ト
会
員
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
上
で
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
ま
す
︒
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昨
年
の
１
月
１
日
か
ら

月

日
ま
で
の
１
年
間
に
得
た
所
得
金
額
や
所
得
控
除
の
内
容
を
︑

12

31

納
税
者
自
身
が
申
告
す
る
﹁
税
の
申
告
期
間
﹂
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
早
め
に
正
し
く
申
告
し

ま
し
ょ
う
︒

○
所
得
税
の
確
定
申
告
は

佐
賀
税
務
署
へ

・
税
務
署
で
の
申
告
対
象
者

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
案
内
は
が
き
が

届
い
た
人
︑
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
︑

平
成

年
中
の
各
所
得
金
額
の
合
計
が
所
得

22

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
︑
青
色
申
告
の

人
や
分
離
課
税
所
得
︵
土
地
建
物
等
や
株
式

な
ど
に
係
る
譲
渡
所
得
等
︶
が
あ
る
人

︻
申
告
期
間
︼
２
月

日
㈬
～
３
月

日
㈫

16

15

※
還
付
申
告
は
１
月
４
日
㈫
か
ら
税
務
署
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

※
今
回
か
ら
︑
本
庁
と
大
和
支
所
会
場
で
の

受
け
付
け
が
︑
税
務
署
職
員
立
会
い
の
も
と
︑

申
告
者
本
人
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
︒
ご
理
解
く
だ
さ
い
︒

○
市
県
民
税
の
申
告
は

佐
賀
市
役
所
へ

本
庁
︑
各
支
所
︑
巡
回
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
︒

今
号
の
市
報
と
と
も
に
︑﹁
市
県
民
税
申

告
書
﹂
と
﹁
市
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ
﹂

を
配
布
し
ま
す
︒
日
程
な
ど
は
こ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
︒

○
確
定
申
告
で
市
県
民
税
か
ら
寄
附
金
税
額

控
除
を
受
け
る
人
へ

前
年
中
に
対
象
と
な
る
団
体
に
対
し
て
寄

附
を
し
た
と
き
は
︑
市
県
民
税
か
ら
税
額
を

差
し
引
く
寄
附
金
税
額
控
除
が
あ
り
ま
す
︒

こ
の
控
除
を
確
定
申
告
す
る
人
で
︑
住
民

税
︵
市
県
民
税
︶
か
ら
寄
附
金
税
額
控
除
を

受
け
る
人
は
︑
確
定
申
告
書
の
﹁
住
民
税
に

関
す
る
事
項
﹂
に
あ
る
﹁
寄
附
金
税
額
控
除
﹂

の
欄
に
︑
控
除
対
象
と
な
る
合
計
寄
附
金
額

を
記
載
く
だ
さ
い
︒
こ
の
欄
に
記
載
が
な
け

れ
ば
︑
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒

必
ず
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
︒

国
民
健
康
保
険
･

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
申
告
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
︑

世
帯
の
所
得
が
一
定
の
金
額
を
超
え
な
い
場

合
は
保
険
税
︵
料
︶
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま

す
が
︑
世
帯
の
中
に
未
申
告
の
人
が
い
る
場

合
は
軽
減
で
き
ま
せ
ん
︒

ま
た
︑
同
様
に
﹁
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
﹂
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
収
入
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
︑
必
ず
所
得
税
ま
た
は
市
県
民

税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
︒

※
申
告
期
間
・
場
所
は
市
民
税
と
同
じ
で
す
︒

※
申
告
用
に
︑
平
成

年
中
に
納
付
し
た
健

22

康
保
険
税
︵
料
︶
の
﹁
納
付
確
認
票
﹂
を
１

月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
︒

な
お
︑
特
別
徴
収
︵
年
金
差
引
︶
を
受
け

た
保
険
料
は
︑
特
別
徴
収
さ
れ
た
本
人
の
み

が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

■
次
の
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
︒

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

・
非
課
税
年
金
︵
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
︶

の
み
で
︑
だ
れ
か
ら
も
扶
養
さ
れ
て
い
な

い
︒

・
市
外
に
住
む
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
︒

○
平
成

年
分
申
告
期
限
と
納
期
限

22

・
所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

⁝
３
月

日
㈫

15

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

⁝
３
月

日
㈭

31

申
告
書
は
申
告
す
る
本
人
が
作
成
し
︑
お

早
め
に
提
出
く
だ
さ
い
︒

○
確
定
申
告
期
間
中
の
、

日
曜
日
の
申
告
相
談
受
付

佐
賀
税
務
署
で
は
︑
原
則
閉
庁
日
︵
土
・

日
・
祝
日
︶
に
は
︑
相
談
や
申
告
書
の
受
付

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
︑
今
年
の
確
定
申

告
期
間
中
は
︑
平
日
︵
月
～
金
︶
以
外
に
も
︑

２
月

日
㈰
︑

日
㈰
に
限
り
確
定
申
告
の

20

27

相
談
を
行
い
ま
す
︒

○
九
州
北
部
税
理
士
会

確
定
申
告
無
料
相
談
会

・
場
所

佐
賀
市
役
所

本
庁
６
階

第
２
会
議
室

大
和
支
所
３
階

第
４
会
議
室

・
期
間

２
月

日
㈬
～
３
月
１
日
㈫︵
土
･

16

日
を
除
く
︶
９
時

分
～

時

分
︑

30

11

30

13

時
～

時

分

15

30

※
譲
渡
所
得
︑
贈
与
税
の
申
告
相
談
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
︒

※
申
告
書
の
作
成
に
は
︑
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
佐
賀

税
務
署
へ
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
行
う
場
合

は
︑
音
声
案
内
後
に
該
当
す
る
番
号
を
押
し

て
く
だ
さ
い
︒

(後
期
高
齢
者
医
療
︶

本
庁

保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
係

☎

・
７
２
７
４

℻

・
７
３
９
０

40

40

ま
た
は
︑
各
支
所
保
健
福
祉
課

問
い
合
わ
せ

本
庁

市
民
税
課

個
人
課
税
担
当

☎

・
７
０
６
２

℻

・
５
４
０
８

40

25

問
い
合
わ
せ

佐
賀
税
務
署

☎

・
７
５
１
１

32

問
い
合
わ
せ

(国
民
健
康
保
険
︶

本
庁

保
険
年
金
課

国
保
税
一
係

☎

・
７
２
７
２

℻

・
７
３
９
０

40

40



佐賀市歴史民俗館で
イベントを行ってみませんか
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佐賀市歴史民俗館を活用するため、イベ

ントを行っていただける人・団体を募集し

ます。採用者には、市が広報のお手伝いを

行います。みなさんのアイディアをお待ち

しています。

■応募資格

自ら企画した、佐賀市の観光振興に寄与

すると考えられる案を実践可能な団体

■使用会場

佐賀市歴史民俗館（旧福田家を除く）

■実施期間 ５月１日㈰〜８月31日㈬

■応募方法

所定の応募用紙に必要事項を記入の上、

担当課まで郵送または持参ください。

※応募用紙は観光振興課に設置。市ホーム

ページからダウンロードもできます。

■応募期限 ３月４日㈮必着

■選考方法 書類審査

申
し
込
み
は
簡
単
で
す
︒
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒
す
で
に
口
座
振
替
を

利
用
中
の
人
は
︑
再
度
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

■
口
座
振
替
が
で
き
る
税
金

市
県
民
税
︵
普
通
徴
収
︶︑
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
︑
軽
自
動

車
税
︑
国
民
健
康
保
険
税

■
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

市
内
に
本
・
支
店
が
あ
る
金
融

機
関
︵
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
)

■
申
込
方
法

１
．
窓
口
で
の
申
し
込
み

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口

︵
佐
賀
市
内
︶︑
本
庁
納
税
課
︵
５

階

番
窓
口
)︑
保
険
年
金
課
︵
１

51
階

番
窓
口
︶
ま
た
は
各
支
所
担

10
当
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

※
通
帳
と
届
出
印
︑
納
税
通
知
書

な
ど
通
知
書
番
号
が
わ
か
る
も
の

を
持
参
く
だ
さ
い
︒

２
．
郵
送
で
の
申
し
込
み

本
庁
納
税
課
ま
た
は
保
険
年
金

課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
︒後
日﹁
口

座
振
替
依
頼
書
﹂
を
送
付
し
ま
す
︒

内
容
を
記
入
・
押
印
の
上
︑
返
送

く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

振
替
の
手
続
き
に

一
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
︒
振
替

を
希
望
す
る
納
期
の
前
月
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

■
振
替
日

各
納
期
の
末
日︵
土
･

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
︶

※
毎
年

月
の
市
県
民
税
は

月

12

12

日
︑
国
民
健
康
保
険
税
は

月

28

12

日
に
振
替
を
行
い
ま
す
︒

26
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
の
再
振
替
は
行
い
ま
せ
ん
︒

平
成

年
度
か
ら
︑
口
座
振
替
ま
た

23

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
国
民
年
金

保
険
料
の
前
納
︵
４
月
分
か
ら
翌
年
３

月
分
を
４
月
末
日
︑
末
日
が
休
日
の
場

合
は
︑金
融
機
関
の
翌
営
業
日
に
振
替
︶

を
希
望
す
る
人
は
︑
２
月

日
(月
)ま

28

で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

金
融
機
関
届
出
印
や
︑
口
座
名
義
人

な
ど
の
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
︑
振
替
が

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
ご

注
意
く
だ
さ
い
︒

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

預
貯
金
通
帳
︑
金
融
機
関
届
出
印
︑

年
金
手
帳

■
申
請
場
所

次
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
︒

・
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
︵
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
含
む
︶

・
佐
賀
年
金
事
務
所

・
本
庁
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
︵
３

番
・
４
番
窓
口
︶︑
ま
た
は
︑
各
支
所

保
健
福
祉
課

１年前納の場合、こんなにお得です！（平成22年度参考）

177,980円

(3,220円割引)

89,860円

(740円割引)

15,100円

※現金納付のみ
15,100円

現金納付

クレジットカード

１年前納６カ月前納
毎月

(当月末納付)

毎月

(翌月末納付)

177,400円

(3,800円割引)

89,570円

(1,030円割引)

15,050円

(50円割引)
15,100円口座振替

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁

保
険
年
金
課

国
民
年
金
係

☎

・
７
２
７
５

40
℻

・
７
３
９
０

40
佐
賀
年
金
事
務
所

☎

・
４
１
９
４

31
℻

・
０
９
４
９

31

申し込み・問い合わせ

本庁 観光振興課

☎40・7110 ℻26・6244

問
い
合
わ
せ

【市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
︼

本
庁

納
税
課

☎

・
７
０
７
５

40
℻

・
５
４
０
８

25
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

【国
民
健
康
保
険
税
︼

本
庁

保
険
年
金
課

☎

・
７
２
７
３

40
℻

・
７
３
９
０

40
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課
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■受験資格

年齢や居住地を制限せず広く募集します。ただし、資

格・免許などの条件や佐賀市の嘱託職員、日日雇用職員

として勤務・退職後の経過期間の制限がある場合があり

ます。

※雇用期間は、勤務成績などにより更新する場合があり

ます。

■申込方法

市販の履歴書に、必要事項や日中連絡できる電話番号

を記入の上、写真を添付し、郵送または持参ください。

職種によっては、別途書類が必要な場合があります。

くわしくは問い合わせください。

※報酬・賃金額などは変更の場合があります。

また、これら以外の手当てはありません。

児童生徒の悩みの相談
や休み時間の活動の支
援、対象児のいる学級
の補助や事務補助など

小・中学校での支援の
必要な児童・生徒の介
助や学級の補助、およ
び事務補助など

「ゆめ・ぽけっと」での来館
者対応。子育て中の親への
相談・一時的な託児・子育
て情報の発信・子育てサー
クル支援など

３Ｒ推進に関する業務、
環境学習啓発用の企
画・展示、「川の魚の水
族館」水槽の簡単な管
理など

業務の内容

ほのぼの育成指導員：

日日雇用（１人）

生活指導員：

嘱託（40人程度）

ゆめ・ぽけっとスタッフ

保育士：嘱託（２人）

環境啓発員：

嘱託（１人）

業務名・

募集人員

佐賀市立小中学校佐賀市立小中学校佐賀市子育て支援センター
�ゆめ・ぽけっと�

循環型社会推進課
（佐賀市清掃工場内）

主な

勤務場所

原則月〜金
８時15分〜16時45分
週38時間45分勤務

月〜金
週32時間勤務

週５日勤務。９時30分〜19
時30分の間で１日６時間の
ローテーション勤務、土日
勤務もあり。
（毎週火曜、国民の祝日、年
末年始は休み）

９時〜16時（休憩時間
60分）、月〜金
週５日30時間勤務
（国民の祝日、年末年
始は休み）

主な

勤務形態

教員または保育士の資
格のある人。（市が11
カ月雇用した後、平成
23年４月６日時点で６
カ月を経過していない
人は受験できません）

教員または保育士の資
格のある人。

保育士資格を有する人。環境問題に関する研修
または講座など（佐賀
環境フォーラム等）の
受講者、パソコンの操
作ができる人。※要普
通自動車運転免許

資格・免許

などの条件

(雇用まで

に取得見込

みでも可)

平成23年４月１日〜平成24年３月31日 ※雇用期間更新の場合あり雇用期間

日額7,250円
※社会・雇用保険あり

月額150,370円
※社会・雇用保険あり

月額154,990円
※社会・雇用保険あり

月額141,420円
※社会・雇用保険あり

平成22年度

報酬・賃金

額等(参考)

２月下旬〜３月上旬
※日時などは随時連絡

２月下旬〜３月上旬
※日時などは随時連絡

２月25日㈮ 予定
※後日時間を連絡

２月16日㈬
※書類選考後、15日㈫
に日時を連絡

面接日など

２月１日㈫〜23日㈬
17時必着

２月１日㈫〜23日㈬
17時必着

２月２日㈬〜18日㈮
17時必着

２月１日㈫〜14日㈪
17時必着

申込期間・

期限

平成23年４月６日〜
７月31日

〒840-0811
佐賀市大財三丁目11番21号 佐賀市教育委員会
（大財別館３階）学校教育課 教職員係
☎40・7355

〒840-0826
佐賀市白山２丁目７番１号
エスプラッツ２階
佐賀市子育て支援センター
「ゆめ・ぽけっと」
☎40・7287

〒849-0917
佐賀市高木瀬町大字長
瀬2369番地 循環型社
会推進課 ３Ｒ推進係
（佐賀市清掃工場内）
☎30・2430

申し込み・

問い合わせ

３月下旬までに合格者
のみ文書で通知。

３月下旬までに合格者
のみ文書で通知。

３月上旬までに全員に合否
を文書で通知。

２月24日㈭までに全員
に合否を文書で通知。

そのほか
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調理･配分･配食の
業務、食器洗浄お
よび清掃作業など

託児補助、館内業務
補助など

業務の内容

児童クラブ指導

員：有償ボランテ

ィア（若干名）

児童クラブ指導

員：日日雇用職員

（若干名）

学校図書館：

日日雇用職員

学校給食業務：

日日雇用職員

ゆめ・ぽけっと託児

補助：日日雇用職員

（２人）

業務名・

募集人員

日日雇用指導員の
補助として活動可
能な人（日日雇用
職員の代替、不定
期な活動など）、
長期休業中など限
られた期間の活動
が可能な人

週に２〜３日程度
定期的に活動が可
能な人（クラブに
より若干異なる）

市の日日雇用を退職後、平成23年４月
１日時点で６カ月を経過していない人
は受験できません。

保育士資格保持者は
なお可（市の日日雇
用として退職後、平
成23年４月１日時点
で３カ月を経過して
いない人は受験でき
ません）

資格・免許

などの条件

（雇用まで

に取得見込

みでも可）

小学校１〜３年生の留守家庭児童の安
全確保、遊びを通した健全育成など

本の貸出、整理、
学校図書館内の環
境整備など

学校開校日：放課後 〜18時30分
長期休業中：８時30分〜18時30分
土曜日：８時30分〜17時
※このうち３〜５時間程度従事。

原則月〜金の週５
日、学校始業時か
ら３時間勤務。長
期休業期間や、特
別行事開催日は勤
務なし。

８時15分頃〜17時
頃、１日２〜７時
間程度、週３日程
度のシフト制。
（勤務場所により
異なります）
長期休業期間や特
別行事開催日など
は勤務なし。

16時30分〜19時30分、
週２〜３日程度勤務
（火・日・祝日は休み）

主な

勤務形態

平成22年度

報酬・賃金

額など(参

考)

市の直営児童クラブ市内の小・中学校
の図書館

市内の小学校また
は学校給食センタ
ー

佐賀市子育て支援セ
ンター「ゆめ・ぽけ
っと」

主な

勤務場所

謝礼
７００円／時間

時給８００円時給８００円時給８８８円保育士資格無：
時給８００円
保育士資格有：
時給９０６円

雇用・ボランティア登録：
平成23年４月１日〜平成24年３月31日

名簿登録：平成23
年４月１日〜平成
24年３月31日
雇用：開始〜平成
24年３月31日

名簿登録：平成23
年４月１日〜平成
23年９月30日
雇用：開始〜平成
24年３月31日

雇用：平成23年４月
１日〜平成24年３月
31日

雇用・名簿

登録期間

そのほか

２月21日㈪、22日㈫予定２月16日㈬、17日
㈭

３月４日㈮２月25日㈮予定面接日など

２月14日㈪ 17時必着
郵送の場合当日消印有効

２月１日㈫〜14日
㈪ 17時必着

２月１日㈫〜25日
㈮ 17時必着

２月２日㈬〜18日㈮
17時必着

申込期間・

期限

〒840-8501
佐賀市栄町１番１号
佐賀市教育委員会こども課
子育て支援係（本庁１階）
☎40・7285

〒840-0811
佐賀市大財三丁目11番21号
佐賀市教育委員会 教育総務課
総務係（大財別館３階）
☎40・7351

〒840-0826
佐賀市白山２丁目７
番１号 エスプラッ
ツ２階 佐賀市子育
て支援センター ゆ
め・ぽけっと
☎40・7287

申し込み・

問い合わせ

ボランティア経験、応募の動機、日日
雇用またはボランティアの応募区分、
活動希望校区（第３希望まで）を記入

面接日時は随時連絡。
成績上位者から順に名簿登録し、必要
時順次採用。なお、登録者全員が雇用
されるわけではありません。

保育士資格をもつ人
は保育士証の写しを
添付
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平
成

年
度
に
市
民
活
動
団
体
か
ら
の
提
案
を
公
募
し
︑
審
査
を
経
て
実

22

施
し
た
６
つ
の
協
働
委
託
事
業
に
つ
い
て
︑
成
果
を
発
表
す
る
会
を
開
催
し

ま
す
︒
市
民
発
の
思
い
か
ら
実
施
し
た
協
働
事
業
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
︒

市報さが 平成23年２月１日号

■
日
時

２
月

日
㈮

時
～

18

11

時

※
途
中
退
出
入
可

15
■
場
所

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

５
階

大
・
中
会
議
室

■
参
加
費

無
料
︵
先
着

人
︶

50

■
申
込
方
法

参
加
者
氏
名
︵
団

体
名
︶
を
︑
２
月

日
㈪
ま
で
に

14

連
絡
く
だ
さ
い
︒

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
︑
準

備
の
た
め
で
き
る
だ
け
事
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
︒

※
成
果
発
表
会
終
了
後
︑
事
業
実

施
関
係
者
や
公
募
事
業
の
審
査
委

員
と
の
意
見
交
換
に
よ
る
︑﹁
ふ

り
か
え
り
の
会
﹂
も
実
施
し
ま
す
︒

︻
第
１
部
︼

︻
第
１
部
︼

︻
第
１
部
︼

時
～

時

11

12

部
門

す
す
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

事
業
名
：﹁
団
塊
世
代
の
安
心
塾
﹂

老
後
を
安
心
し
︑
穏
や
か
に
暮
ら

す
た
め
の
男
女
共
同
の
す
す
め

発
表
団
体
：

子
個
老
癒
し
隊
︵
こ
こ
ろ
い
や
し

た
い
︶︑
男
女
共
同
参
画
課

部
門

目
指
そ
う
！
ペ
ッ
ト
と
の
い
い
関
係

事
業
名
：

﹁
犬
と
猫
と
絆
を
結
ぼ
う
﹂

発
表
団
体
：

ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ハ
ー
ト
︑
環
境
課

︻
第
２
部
︼

︻
第
２
部
︼

︻
第
２
部
︼

時

分
～

時

13

20

15

部
門

協
働
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

事
業
名
：
巨
石
パ
ー
ク
の
活
用
推

進
事
業

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
と
い
や
し
の
み
ど
り
づ
く
り

発
表
団
体
：
巨
石
パ
ー
ク
山
桜
の

会
︑
北
部
建
設
事
務
所
︑
緑
化
推

進
課
︑
観
光
振
興
課

事
業
名
：
世
界
遺
産
フ
ェ
ア
を
開

催
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
市
民
の
世

界
遺
産
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
事

業
﹁
世
界
遺
産
フ
ェ
ア
２
０
１
０

三
重
津
海
軍
所
跡
﹂

発
表
団
体
：

佐
賀
伝
承
遺
産
研
究
会
︑
歴
史
ま

ち
づ
く
り
課
︑
観
光
振
興
課

事
業
名
：
山
と
街
と
の
﹁
そ
ー
し

♡
そ
ー
あ
い
﹂
大
作
戦
‼

発
表
団
体
：
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地

球
市
民
の
会
︑
農
業
振
興
課

事
業
名
：
協
働
事
業

｢前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

ト
リ
プ
ル
Ｐ
子
育
て
講
座
～
﹂

発
表
団
体
：
ト
リ
プ
ル
Ｐ
佐
賀
︑

障
が
い
福
祉
課
︑
健
康
づ
く
り
課

経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
世
帯
に
対

し
て
︑
総
務
省
が
支
援
を
行
い
ま
す
︒

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
へ
の
支
援

︵
助
成
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
︶

■
支
援
の
対
象

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
︑
か
つ
ま
だ
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
な
い
︑
Ｎ

Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
な
ど
の
公

的
扶
助
受
給
世
帯

・
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
︑
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯

・
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者
の

世
帯

■
支
援
内
容

簡
易
の
地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
︵
１
台
︶
の
無
償
給
付

と
設
置
︒
ア
ン
テ
ナ
改
修
等
が
必

要
な
場
合
は
無
償
で
工
事
実
施
︒

②
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援
︵
新
規
︶

■
支
援
の
対
象

ま
だ
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
な
い
︑
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の

世
帯
で
︑
か
つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送

受
信
契
約
を
締
結
し
て
い
る
世
帯

■
支
援
の
内
容

簡
易
の
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
︵
１
台
︶
の
無
償
給

付
︑
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
方
法
や

操
作
方
法
の
電
話
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
︵
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
し
︶

※
申
込
時
︑
世
帯
全
員
の
住
民
票

と
所
得
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
︒

①
②
の
申
込
方
法
な
ど

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
︑

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー
へ
送
付
く
だ
さ
い
︒

申
込
書
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

電
話
な
ど
で
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
取

り
寄
せ
る
か
︑
市
役
所
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︒

(①
⁝
保
護
課
ま
た
は
障
が
い
福

祉
課
︑
②
⁝
情
報
シ
ス
テ
ム
課
︶

■
申
込
期
限

７
月

日
㈰
消
印
有
効

24

問
い
合
わ
せ

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

①
に
つ
い
て

☎
０
５
７
０
・
０
３
３
８
４
０

℻
０
４
４
･９
６
６
･８
７
１
９

②
に
つ
い
て

☎
０
５
７
０
・
０
２
３
７
２
４

℻
０
４
３
･３
０
２
･０
２
８
４

本
庁

保
護
課

☎

・
７
２
６
１

40
℻

・
２
８
６
６

24
本
庁

障
が
い
福
祉
課

☎

・
７
２
５
１

40
℻

・
５
４
４
０

25
本
庁

情
報
シ
ス
テ
ム
課

☎

・
７
０
５
８

40
℻

・
８
５
４
９

26

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

市
民
活
動
推
進
係

(ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
)

☎

・
７
０
７
８

40
℻

・
２
０
５
０

40
位

k
atsu
d
o@
city
.sag
a.lg
.jp ｢世界遺産フェア2010三重津海軍所跡」の様子



そ
れ
、
な
に
⁉　

ど
う
す
れ
ば
⁉　

私
た
ち
に
も
で
き
る
の
⁉

ななな

れ
、
れ
、

そ
れれ
そ
れれ
そそそそ

ににに
⁉⁉⁉⁉⁉

れれれれ
す
れ
す
れ
す
れ

う
す
う
す
う
す

ど
う
どど
う
どどど

ばばばばばばばば
⁉⁉⁉⁉⁉⁉

るるる
き
る
きき
る

ででで

に
もも
に
も

ち
にに
ち
に

た
ちち
た
ち

私
た
私
た
私
た
私私私私

のののののの
⁉⁉⁉⁉⁉

「
協
働
」
お
も
し
ろ
大
百
科

17 市報さが 平成23年２月１日号

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
︑
行
政
と
連

携
︑
協
働
し
な
が
ら
活
動
を
し
た

い
人
に
向
け
た
︑
出
会
い
︑
交
流

を
図
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
︒

佐
賀
市
で
の
協
働
の
実
践
例
を

知
り
た
い
人
︑
市
の
職
員
と
活
動

に
つ
い
て
話
を
し
て
み
た
い
人
は

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
︒

■
日
時

２
月

日
㈪

21
時
～

時

19

21

■
場
所

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

４
階
フ
ロ
ア
︵
駅
前
中
央
︶

■
内
容

・
協
働
の
取
り
組
み
事
例
紹
介

｢子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
守
ろ
う
﹂

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
さ
が

と
︑
日
新
小
学
校

・
交
流
会

な
ど

■
定
員

先
着

人︵
参
加
無
料
︶

40

■
申
込
方
法

団
体
名
︑
参
加
者

名
︑
連
絡
先
︑
活
動
Ｐ
Ｒ
時
の
配

布
物
の
有
無
を
連
絡
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

２
月

日
㈭

10

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

市
民
活
動
推

進
係
︵
ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
︶

☎

・
７
０
７
８

40
℻

・
２
０
５
０

40
位

k
atsu
d
o@
city
.sag
a.lg
.jp

佐
賀
市
の
目
指
す
﹁
参
加
﹂
と

﹁
協
働
﹂
の
考
え
方
や
す
す
め
方

に
つ
い
て
︑
佐
賀
市
と
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
球
市
民
の
会
に
よ
る
︑

佐
賀
の
伝
統
喜
劇
﹁
に
わ
か
﹂
仕

立
て
の
寸
劇
を
交
え
て
解
説
し
ま

す
︒

︵
同
じ
内
容
で
３
回
開
催
し
ま
す
︶

■
場
所
・
日
時

︻
第
１
回
︼
赤
松
公
民
館

２
月

日
㈫

時
～

時

分

22

14

15

30

︻
第
２
回
︼
本
庄
公
民
館

３
月

日
㈫

時
～

時

分

22

19

20

30

︻
第
３
回
︼
高
木
瀬
公
民
館

３
月

日
㈫

時

分
～

時

29

10

30

12

■
内
容

﹁
協
働
﹂
に
よ
る
取
り

組
み
現
場
で
︑
あ
り
が
ち
な
﹁
勘

違
い
﹂
や
﹁
間
違
い
﹂
な
ど
に
つ

い
て
４
つ
の
シ
ー
ン
に
分
け
︑
漫

才
風
解
説
を
交
え
な
が
ら
﹁
に
わ

か
﹂
風
寸
劇
を
実
演
し
ま
す
︒

■
出
演

シ
ア
タ
ー
Ｅ
Ｄ
Ｕ
︑
賑

い
商
は
っ
ぴ
ぃ
♡
か
む
か
む
︑
劇

団

シ
ア
タ
ー

Zi
■
参
加
費

無
料

■
定
員

先
着

人
50

■
申
込
方
法

参
加
者
氏
名
︵
所

属
団
体
名
)︑電
話
番
号
を
︑各
開
催

日
の
前
日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
︒

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
︑
準

備
の
た
め
︑
で
き
る
限
り
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

市
民
活
動
プ
ラ
ザ
の
約

年
の

10

歴
史
を
参
加
者
と
共
に
振
り
返
り
︑

こ
れ
か
ら
の
市
民
活
動
を
一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
考
え
ま
す
︒

﹁
食
・
音
・
映
像
﹂
で
楽
し
み
︑

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
真
冬
の
お

化
け
屋
敷
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
を

体
験
で
き
ま
す
︒

■
日
時

２
月

日
㈯

12
時
～

時

10

18

■
場
所

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

(駅
前
中
央
)

市長が直接、市の財政状況や重点事業の内容などを

説明し、市民のみなさんと意見交換を行います。

どなたでも参加いただけます。

市長と語る会市長と語る会 を開催します

問い合わせ 本庁 秘書課 広聴係

☎40・7024 ℻24・3463

東与賀農村環境
改善センター

２月15日㈫
19時〜20時30分

東与賀校区
(第81回)

久保泉公民館
２月２日㈬

19時〜20時30分
久保泉校区
(第80回)

場 所日 時開催校区

《２月に開催する「市長と語る会」》

※３月以降の日程については、決まりしだいお知らせします。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
プ
ラ
ザ

(担
当

吉
村
・
山
田
)

☎

・
２
０
０
２

40
℻

・
２
０
１
１

40

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●



嘉瀬川ダム嘉瀬川ダムムダムダダムダムダム

　

佐
賀
市
の
北
か
ら
南
ま
で
、
嘉
瀬
川

が
「
稼
ぐ
川
」
で
源
流
の
山
が
金
山
や

羽
金
山
な
ど
「
金
」
を
含
ん
だ
縁
起
の

い
い
水
が
豊
富
に
流
れ
て
、
海
苔
（
海

苔
を
韓
国
語
で
キ
ム
と
い
い
、
金
さ
ん

の
金
と
同
じ
ハ
ン
グ
ル
で
書
き
ま
す
）

で
日
本
一
有
名
（
有
明
）
な
海
に
つ
な

が
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

佐
賀
に
住
み
佐
賀
の
水
を
飲
め
る
こ

と
は
貴
重
な
こ
と
。
佐
賀
の
宝
は
見
え

な
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

有
明
海

中
野
美
和
子

　

こ
の
河
畔
公
園
は
、
天
山
を
背
に
、
春
は
桜
、
秋
は
キ
ン
モ
ク
セ

イ
の
香
り
が
い
っ
ぱ
い
で
、
川
の
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
素

敵
な
公
園
で
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
は
も
ち
ろ

ん
、
野
鳥
観
察
や
森
林
浴
、
そ
し

て
佐
賀
市
の
春
の
大
イ
ベ
ン
ト

〝
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
〞
の
応
援
に

も
最
適
で
す
。

　

川
の
美
し
い
水
面
を
見
な
が
ら

中
ほ
ど
ま
で
行
く
と
、
珍
し
い
遊

具
が
あ
り
ま
す
。

　

元
気
な
子
ど
も
さ
ん
た
ち
！

少
し
頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

多
布
施
川
河
畔
公
園 

〜
水
・
歴
史
広
場
〜

寺
﨑　

聖
代

　

嘉
瀬
川
は
、
有
明
海
ま
で
幹
川
流
路

延
長
約
57
㎞
の
一
級
河
川
で
す
。

　

そ
の
源
を
三
瀬
村
の
脊
振
山
系
に
発

し
て
神
水
川
、
天
河
川
、
名
尾
川
な
ど

を
合
わ
せ
な
が
ら
佐
賀
平
野
で
多
布
施

川
に
分
流
し
、
祇
園
川
を
合
わ
せ
て
、

有
明
海
へ
注
ぎ
ま
す
。

嘉
瀬
川

中
野
美
和
子

　

嘉
瀬
川
ダ
ム
は
平
成
24
年
完
成
に

向
け
て
変
わ
り
ゆ
く
風
景
の
中
に
大

き
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

古
湯
・
熊

の
川
温
泉
か

ら
２
㎞
車
で

走
る
と
建
設

中
の
嘉
瀬
川

ダ
ム
が
姿
を

あ
ら
わ
し
ま

す
。 嘉

瀬
川
ダ
ム

中
野
美
和
子

嘉
瀬
川
の
源
流

中
野
美
和
子

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ

り
で
迎
え
て
く
れ
る
川
上
神
社
に
は
、
樹
齢
１
３

０
０
年
の
ご
神
木
が
堂
々
と
し
て
い
て
、
と
て
も

趣
き
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
佐
賀
市
内
を
見
渡
す
と
、
悠
々
と
し

た
川
の
流
れ
が
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
屋
形
船
に
乗
っ
て
川
に
出
る
と
、
短

い
間
で
す
が
、
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　

こ
の
神
社
は
、
子
宝
や
子
孫
繁
栄
に
ご
利
益
が

あ
る
と
の
こ
と
。
お
参
り
は
心
を
込
め
て
お
願
い

し
ま
す
。

川
上
神
社

（
與
止
日
女
、
豊
玉
姫
神
社
）

よ

ど

ひ

め

寺
﨑　

聖
代

　

昭
和
32
年
建
設
の
北
山
ダ
ム
、
来
年

完
成
予
定
の
嘉
瀬
川
ダ
ム
付
近
は
樹
齢

の
高
い
神
聖
な
樹
木
巡
り
が
楽
し
め
ま

す
。
冬
は
ス
キ
ー
場
も
あ
り
、
北
へ
走

る
と
玄
界
灘
の
海
の
幸
も
あ
り
ま
す
。

　

福
岡
市
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
を
利

点
に
佐
賀
市
の
三
瀬
・
富
士
が
九
州
北

部
の
軽
井
沢
リ
ゾ
ー
ト
の
よ
う
に
楽
し

め
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

ダ
ム
周
辺

中
野
美
和
子

　

有
明
海
ま
で
つ
な
が
る

嘉
瀬
川
の
源
流
は
脊
振
山

系
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
脊

振
山
系
の
ひ
と
つ
金
山
の

近
く
に
は
鍋
島
藩
の
番
所

が
置
か
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
ダ
ム
な
ん
て
考
え
ら

れ
な
い
時
代
で
す
ね
。

か
せ

キ
ム

の

り

イイ敵敵 多多

川
の
流
れ
を
み
つ
め…

　
　

佐
賀
市
の
「
水
辺
」
め
ぐ
り

　

谷
川
を
駆
け
る
清
流
が
、
緩
や
か
に
流
れ
る
嘉
瀬
川
へ
、
水
草
の
浮
か
ぶ
ク
リ
ー
ク
へ
、

そ
し
て
母
な
る
海
・
有
明
海
へ
。
豊
か
な
水
辺
に
恵
ま
れ
た
佐
賀
市
の
嘉
瀬
川
と
多
布
施

川
周
辺
を
、
街
角
リ
ポ
ー
タ
ー
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
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佐
賀
市
の
北
か
ら
南
ま
で
、
嘉
瀬
川

が
「
稼
ぐ
川
」
で
源
流
の
山
が
金
山
や

羽
金
山
な
ど
「
金
」
を
含
ん
だ
縁
起
の

い
い
水
が
豊
富
に
流
れ
て
、
海
苔
（
海

苔
を
韓
国
語
で
キ
ム
と
い
い
、
金
さ
ん

の
金
と
同
じ
ハ
ン
グ
ル
で
書
き
ま
す
）

で
日
本
一
有
名
（
有
明
）
な
海
に
つ
な

が
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

佐
賀
に
住
み
佐
賀
の
水
を
飲
め
る
こ

と
は
貴
重
な
こ
と
。
佐
賀
の
宝
は
見
え

な
い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

有
明
海

中
野
美
和
子

　

こ
の
河
畔
公
園
は
、
天
山
を
背
に
、
春
は
桜
、
秋
は
キ
ン
モ
ク
セ

イ
の
香
り
が
い
っ
ぱ
い
で
、
川
の
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
素

敵
な
公
園
で
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
は
も
ち
ろ

ん
、
野
鳥
観
察
や
森
林
浴
、
そ
し

て
佐
賀
市
の
春
の
大
イ
ベ
ン
ト

〝
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
〞
の
応
援
に

も
最
適
で
す
。

　

川
の
美
し
い
水
面
を
見
な
が
ら

中
ほ
ど
ま
で
行
く
と
、
珍
し
い
遊

具
が
あ
り
ま
す
。

　

元
気
な
子
ど
も
さ
ん
た
ち
！

少
し
頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

多
布
施
川
河
畔
公
園 

〜
水
・
歴
史
広
場
〜

寺
﨑　

聖
代

　

嘉
瀬
川
は
、
有
明
海
ま
で
幹
川
流
路

延
長
約
57
㎞
の
一
級
河
川
で
す
。

　

そ
の
源
を
三
瀬
村
の
脊
振
山
系
に
発

し
て
神
水
川
、
天
河
川
、
名
尾
川
な
ど

を
合
わ
せ
な
が
ら
佐
賀
平
野
で
多
布
施

川
に
分
流
し
、
祇
園
川
を
合
わ
せ
て
、

有
明
海
へ
注
ぎ
ま
す
。

嘉
瀬
川

中
野
美
和
子

　

嘉
瀬
川
ダ
ム
は
平
成
24
年
完
成
に

向
け
て
変
わ
り
ゆ
く
風
景
の
中
に
大

き
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

古
湯
・
熊

の
川
温
泉
か

ら
２
㎞
車
で

走
る
と
建
設

中
の
嘉
瀬
川

ダ
ム
が
姿
を

あ
ら
わ
し
ま

す
。 嘉

瀬
川
ダ
ム

中
野
美
和
子

嘉
瀬
川
の
源
流

中
野
美
和
子

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ

り
で
迎
え
て
く
れ
る
川
上
神
社
に
は
、
樹
齢
１
３

０
０
年
の
ご
神
木
が
堂
々
と
し
て
い
て
、
と
て
も

趣
き
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
佐
賀
市
内
を
見
渡
す
と
、
悠
々
と
し

た
川
の
流
れ
が
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
屋
形
船
に
乗
っ
て
川
に
出
る
と
、
短

い
間
で
す
が
、
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　

こ
の
神
社
は
、
子
宝
や
子
孫
繁
栄
に
ご
利
益
が

あ
る
と
の
こ
と
。
お
参
り
は
心
を
込
め
て
お
願
い

し
ま
す
。

川
上
神
社

（
與
止
日
女
、
豊
玉
姫
神
社
）

よ

ど

ひ

め

寺
﨑　

聖
代

　

昭
和
32
年
建
設
の
北
山
ダ
ム
、
来
年

完
成
予
定
の
嘉
瀬
川
ダ
ム
付
近
は
樹
齢

の
高
い
神
聖
な
樹
木
巡
り
が
楽
し
め
ま

す
。
冬
は
ス
キ
ー
場
も
あ
り
、
北
へ
走

る
と
玄
界
灘
の
海
の
幸
も
あ
り
ま
す
。

　

福
岡
市
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
を
利

点
に
佐
賀
市
の
三
瀬
・
富
士
が
九
州
北

部
の
軽
井
沢
リ
ゾ
ー
ト
の
よ
う
に
楽
し

め
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

ダ
ム
周
辺

中
野
美
和
子

　

有
明
海
ま
で
つ
な
が
る

嘉
瀬
川
の
源
流
は
脊
振
山

系
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
脊

振
山
系
の
ひ
と
つ
金
山
の

近
く
に
は
鍋
島
藩
の
番
所

が
置
か
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
ダ
ム
な
ん
て
考
え
ら

れ
な
い
時
代
で
す
ね
。

か
せ

キ
ム

の

り

イイ敵敵 多多

川
の
流
れ
を
み
つ
め…

　
　

佐
賀
市
の
「
水
辺
」
め
ぐ
り

　

谷
川
を
駆
け
る
清
流
が
、
緩
や
か
に
流
れ
る
嘉
瀬
川
へ
、
水
草
の
浮
か
ぶ
ク
リ
ー
ク
へ
、

そ
し
て
母
な
る
海
・
有
明
海
へ
。
豊
か
な
水
辺
に
恵
ま
れ
た
佐
賀
市
の
嘉
瀬
川
と
多
布
施

川
周
辺
を
、
街
角
リ
ポ
ー
タ
ー
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

1819 市報さが 平成23年２月１日号市報さが 平成23年２月１日号



第
11
回

〜
春
の
誘
い　

ひ
な
で
彩
る　

さ
が
城
下
〜

〜
葉
隠
れ
武
士
の
深
情
け
〜

第
二
弾

「
恵
比
須
・
化
け
猫
・
河
童
」
伝
説

20

今
年
も
︑
佐
賀
藩
鍋
島
家
伝
来
の
お
ひ
な
さ
ま
や
︑

鍋
島
小
紋
︑
佐
賀
錦
の
お
ひ
な
さ
ま
な
ど
︑
佐
賀
な
ら

で
は
の
お
ひ
な
さ
ま
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
︒

そ
の
ほ
か
︑
佐
賀
の
お
菓
子
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
や
︑

花
の
装
飾
な
ど
︑
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
︒

■
開
催
期
間

２
月

日
㈯
～
３
月

日
(月
・
祝
)

19

21

︽
徴
古
館
の
み
３
月

日
㈭
ま
で
︾

31

■
開
館
時
間

時
～

時
︵
全
館
共
通
︶

10

17

■
会
場

徴
古
館
・
佐
賀
市
歴
史
民
俗
館

ほ
か

■
入
場
料

前
売
共
通
券
５
５
０
円
︑
当
日
共
通
券
６
０
０
円
︑

徴
古
館
入
場
券
３
０
０
円
︑
佐
賀
市
歴
史
民
俗
館
入
場

券
４
０
０
円

■
前
売
券
販
売
場
所

徴
古
館
︑
佐
賀
市
歴
史
民
俗
館
︑
佐
賀
市
観
光
交
流

プ
ラ
ザ
︵
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階
︶︑
佐
賀
市
観
光
振
興
課
︑

佐
賀
市
観
光
案
内
所
︵
Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅
構
内
︶
佐
賀
市
文

化
会
館
︑
大
隈
記
念
館
︑
溝
上
薬
局
各
店
舗

佐
賀
城
下
の
怖
い
伝
説
や
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
歩
く

夜
の
散
策
︒
商
店
街
の
か
わ
い
い
猫
た
ち
や
︑
用
心
棒

が
登
場
す
る
な
ど
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
︒
お
み
や
げ
︑
ア

フ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
使
え
る
飲
食
店
特
典
も
あ
り
ま
す
︒

■
日
時

２
月

日
㈮
︑

日
㈯
︑

日
㈮
︑

日
㈯
︑

18

19

25

26

３
月
３
日
㈭
︑
４
日
㈮
︑
５
日
㈯
︑

日
㈮
︑

日
㈯
︑

11

12

日
㈮
～

日
㈭

※
荒
天
を
除
き
決
行

18

31

時

分
～

時

18

30

20

︵

～

分
延
長
の
場
合
が
あ
り
ま
す
︶

10

20

■
集
合
場
所
・
時
間

龍
造
寺
八
幡
神
社
境
内
に
︑

時

分
ま
で
に
集
合

18

20

■
定
員

各
日
先
着

人
20

※
最
少
催
行

人
員
４
人

■
参
加
費

大
人
︵
中
学

生
以
上
︶
５
０

０
円
︑
小
学
生

２
０
０
円
︵
未

就
学
児
無
料
︶

■
申
込
方
法

参
加
希
望
日

の
前
日

時
ま

17

で
に
電
話
予
約
︒

開
館
５
周
年

記
念
行
事

平
成

年
に﹁
山
口
亮
一
旧
宅
﹂

17

と
し
て
開
館
し
５
年
が
過
ぎ
ま
し

た
︒
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
に
感
謝
し
開
催
し
ま
す
︒

■
日
時

２
月

日
㈪

14
時
～

時

18

20

■
内
容

・
佐
賀
県
立
美
術
館
学
芸
員

野
中
耕
介
さ
ん
に
よ
る
講
演

・
オ
ペ
ラ
歌
手

米
丸
史
朗
さ
ん

に
よ
る
日
本
歌
曲
の
コ
ン
サ
ー
ト

・
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
画
伯
の
作
品
を
公
開

※
入
場
無
料
︒
要
事
前
連
絡
︒

山
口
亮
一
旧
宅

ひ
な
ま
つ
り

山
口
亮
一
画
伯
の
描
い
た
お
ひ

な
さ
ま
の
掛
け
軸
や
絵
画
を
は
じ

め
︑
由
緒
あ
る
有
職
び
な
や
一
刀

彫
び
な
︑
め
ず
ら
し
い
古
い
郷
土

人
形
も
展
示
し
ま
す
︒︵
青
雲
塾

塾
長

大
塚

清
吾
企
画
︶

■
期
間

３
月
１
日
㈫
～

日
㈰

20

■
場
所

山
口
亮
一
旧
宅

(与
賀
町
)

○
記
念
講
演
会

｢

ひ
な
の
由
来
に
つ
い
て
﹂

・
講
師

奈
良
春
日
大
社

権
宮
司

岡
本

彰
夫
さ
ん

・
日
時

３
月
３
日
㈭

時
～

時

16

18

・
定
員

人
︵
無
料
︶

30

※
要
事
前
申
し
込
み
︒︵
火
～
日

時
～

時
開
館
︑
月
曜
休
館
)

10

16

○
花
玉
作
り

・
日
時

３
月
５
日
㈯
︑

日
㈯

19

時
～

13

・
定
員

各
回
先
着
５
人
(無
料
)

問
い
合
わ
せ

㈳
佐
賀
観
光
協
会

☎

・
２
２
０
０

20
℻

・
５
６
５
６

28
本
庁

観
光
振
興
課

☎

・
７
１
１
０

40
℻

・
６
２
４
４

26

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈳
佐
賀
観
光
協
会

☎

・
２
２
０
０

20

佐
賀
市
観
光
案
内
所

☎

・
３
９
７
５

23

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
亮
一
旧
宅

☎
・
℻

・
２
９
７
８

60

市報さが 平成23年２月１日号

▲昨年秋から実施。参加者の満足度は97％と好評です。



ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）

お
よ
び
小
児
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

21 市報さが 平成23年２月１日号

﹁
コ
ン
ビ
ニ
受
診
﹂
と
は

外
来
受
診
を
行
っ
て
い
な
い
休
日
や
夜
間
の
時
間
帯

に
︑
救
急
外
来
を
受
診
す
る
緊
急
性
の
な
い
軽
症
患
者

の
受
診
が
増
え
て
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑﹁
平
日
休
め
な

い
﹂﹁
日
中
は
用
事
が
あ
る
﹂﹁
明
日
仕
事
が
あ
る
か
ら
﹂

な
ど
を
理
由
に
︑
緊
急
性
が
な
い
の
に
休
日
や
夜
間
に

救
急
外
来
を
受
診
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
︒

適
正
な
受
診
を

こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う

コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
増
え
る
と
︑
そ
の
分
︑
本
当
に
救

急
医
療
を
必
要
と
す
る
重
症
な
患
者
に
適
切
な
対
応
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
︒
も
し
︑
救
急
病
院
に
軽
症
の
人

が
た
く
さ
ん
受
診
す
る
と
︑
そ
の
人
た
ち
の
対
応
に
時

間
が
か
か
り
︑
重
症
の
人
の
対
応
が
十
分
に
で
き
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

平
成

年
の
佐
賀
広
域
消
防
局
の
救
急
車
搬
送
状
況

21

で
は
︑
搬
送
件
数
の
３
分
の
１
以
上
が
軽
症
で
あ
っ
た

と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
︒
救
急
医
療
を
守
る
た
め

に
も
︑
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
︑
適
正
な
受
診
を
こ
こ

ろ
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
２
月
か
ら
︑
診
療

時
間
外
に
受
診
し
た
人
で
︑
軽
症
あ
る
い
は
必
ず
し
も

緊
急
性
が
な
い
と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
に
は
︑
時
間

外
診
療
特
別
料
金
を
全
額
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
ほ
か
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹

介
な
し
に
直
接
来
院
さ
れ
た
場
合
に
は
︑
初
診
に
か
か

る
費
用
と
し
て
︑
別
に
３
︐
１
５
０
円
が
必
要
と
な
り

ま
す
︒

■
接
種
対
象
者

上
記
対
象
者
で
接
種
当

日
住
民
票
が
佐
賀
市
に
あ

る
人

■
接
種
費
用

無
料

■
接
種
方
法

市
内
実
施

医
療
機
関
に
予
約
の
上
で

接
種
し
ま
す
︒
母
子
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

■
接
種
回
数

各
予
防
接
種
お
よ
び
接

種
開
始
月
齢
に
よ
っ
て
回

数
や
間
隔
が
異
な
り
ま
す
︒

く
わ
し
く
は
実
施
医
療
機

関
ま
た
は
佐
賀
市
健
康
づ

く
り
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
︒

２
月
１
日
㈫
か
ら
ヒ
ブ
︵
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
︶
予
防
接
種
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
公
費
補
助
が
は
じ
ま
り
ま
す
︒

※
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
に
あ
た
り
ま
す
︒
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合

は
予
防
接
種
法
の
救
済
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
を
十
分
理
解
し
た
上

で
保
護
者
の
判
断
で
接
種
く
だ
さ
い
︒

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

母
子
保
健
係

☎

・
７
２
８
２

40
℻

・
０
１
１
５

30

問
い
合
わ
せ

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院

☎

・
６
５
１
１

31

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
・
健
康
企
画
係
︵
ほ
ほ
え
み
館
︶

☎

・
７
２
８
０

℻

・
０
１
１
５

40

30

683円
(1,418円)

893円
(2,100円)

平日
６時〜８時
17時〜22時
土曜
６時〜22時

時間外

再診時初診時受付時間

1,995円
(2,730円)

2,625円
(3,833円)

日・祝日・
年末年始
６時〜22時

休 日

4,410円
(6,195円)

5,040円
(7,298円)

平日、休日
を問わず
22時〜
翌朝６時

深 夜

◆生後２か月以上７か月未満
初回３回、追加１回の計４回

◆生後７か月以上１２か月未満
初回２回、追加１回の計３回

◆生後１歳以上２歳未満 ２回
◆生後２歳以上５歳未満 １回

生後２か月以上

５歳未満のお子さん

小児用

肺炎球菌

◆生後２か月以上７か月未満
初回３回、追加１回の計４回

◆生後７か月以上１２か月未満
初回２回、追加１回の計３回

◆生後１歳以上５歳未満 １回

生後２か月以上

５歳未満のお子さん
ヒブ

接種スケジュール対象者ワクチン名

■時間外診療特別料金

※（ ）は、乳幼児（６歳未満）

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
か
ら
お
し
ら
せ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



平
成

年
度

佐
賀
市
立
本
庄
幼
稚
園

新
入
園
児
追
加
募
集
中

23

平
成

年
度
か
ら
﹁
幼
稚
園
と

20

小
学
校
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
﹂
佐
賀
市
の
取
り
組
み
の
モ
デ

ル
園
と
し
て
︐
本
庄
小
学
校
と
の

﹁
幼
小
一
貫
教
育
﹂
の
共
同
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

■
募
集
人
数
︵
先
着
順
︶

３
歳
児
５
人
︑
４
歳
児
８
人
︑

５
歳
児

人
14

■
入
園
料
・
保
育
料

入
園
料
︵
入
園
時
︶

⁝
１
５
︐
０
０
０
円

保
育
料
︵
月
額
︶

⁝
１
０
︐
０
０
０
円

※
給
食
制
度
︵
５
歳
児
ク
ラ
ス
給

食
︑
４
歳
児
ク
ラ
ス
は
選
択
制
︑

３
歳
児
ク
ラ
ス
は
原
則
弁
当
︶
が

あ
り
ま
す
︒

※
預
か
り
保
育
も
実
施
し
て
い
ま

す
︒
平
日

時
～

時
︑
長
期
休

14

18

業
中
８
時
～

時
︒

18

◎
問
い
合
わ
せ

本
庄
幼
稚
園

☎

・
８
７
８
６

23
本
庁

こ
ど
も
課

☎

・
７
２
８
６

40
平
成

年
度
新
入
学
児
童

生
徒
の
保
護
者
へ
入
学
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す

23

市
教
育
委
員
会
か
ら
︑
今
年
４

月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
へ
︑
１
月
下
旬

に
入
学
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
︒
ま
だ
入
学
通
知
書
が
届
い
て

い
な
い
人
は
︑
担
当
課
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

学
事
課

学
務
係

☎

・
７
３
５
８

40
℻

・
７
３
７
８

26不
妊
治
療
助
成
金
の

申
請
受
け
付
け
は

３
月

日
㈭
ま
で

31

市
で
は
︑
市
民
を
対
象
に
︑
人

工
授
精
・
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

の
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
︒

■
対
象
者

市
に
１
年
以
上
住
民

登
録
し
て
い
る
戸
籍
上
の
夫
婦

■
対
象
治
療

人
工
授
精
・
体
外

受
精
・
顕
微
授
精

■
所
得
制
限

前
々
年
の
夫
婦
の

合
計
所
得
額
が
７
３
０
万
円
未
満

■
助
成
金
額

治
療
費
の
７
割
か

ら
佐
賀
県
の
助
成
金
ま
た
は
助
成

金
相
当
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で
︑

１
年
度

万
円
ま
で

10

■
提
出
書
類

不
妊
治
療
助
成
事

業
申
請
書
︑
不
妊
治
療
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書
︑
不
妊
治
療
助
成

事
業
助
成
金
請
求
書

※
担
当
課
に
設
置
︒
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
︒

■
そ
の
ほ
か
必
要
書
類

・
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
※

・
戸
籍
謄
抄
本
※

(※
は
佐
賀
市
が
証
明
で
き
な
い

人
の
み
必
要
︶

■
申
請
期
限

３
月

日
㈭

31

※
た
だ
し
︑
２
月
１
日
㈫
～
３
月

日
㈭
の
間
に
治
療
が
終
了
し
た

31人
は
５
月

日
㈫
ま
で
申
請
を
受

31

け
付
け
ま
す
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

母
子
保
健
係
︵
ほ
ほ
え
み
館
︶

☎

・
７
２
８
２

40
℻

・
０
１
１
５

30

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る

証
明
書
自
動
交
付
機
休
止

機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
︑

次
の
と
お
り
本
庁
と
エ
ス
プ
ラ
ッ

ツ
設
置
の
証
明
書
自
動
交
付
機

サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
︒

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
︑

ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
︒

■
休
止
日
時

・
２
月
３
日
㈭

時
以
降
休
止

14

・
２
月
８
日
㈫
︑

日
㈰
︑

27

日
㈪
終
日
休
止

28
◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

市
民
生
活
課

☎

・
７
０
８
１

40
℻

・
９
１
８
８

28
大
隈
記
念
館
に
ベ
ビ
ー

シ
ー
ト
を
整
備
し
ま
し
た

佐
賀
県
安
心
こ
ど
も
基
金
に
よ

り
︑
大
隈
記
念
館
女
子
ト
イ
レ
に

ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を
整
備
し
ま
し
た
︒

■
場
所

大
隈
記
念
館

(水
ヶ
江
二
丁
目
)

◎
問
い
合
わ
せ

大
隈
記
念
館

☎
／
℻

・
２
８
９
１

23
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高
齢
者
要
望
等
実
態
調
査

佐
賀
中
部
広
域
連
合
で
は
︑
今

後
の
介
護
保
険
や
高
齢
者
保
健
福

祉
を
検
討
す
る
た
め
に
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
︒
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
︒

■
基
準
日

２
月
１
日
㈫

■
調
査
対
象
者

市
内
の

歳
以
上
の
人

65

(無
作
為
に
抽
出
︶

■
調
査
方
法

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
な
い
人
⁝
郵
送

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
人
⁝
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
な
ど
に
よ
る
面
接

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
中
部
広
域
連
合

☎

・
１
１
３
１

40
℻

・
１
１
６
５

40
富
士
保
健
運
動
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

｢最
近
︑
運
動
不
足
だ
な
﹂
と
感

じ
る
人
へ
︒
生
活
習
慣
病
の
予
防

の
た
め
に
は
有
酸
素
性
運
動
や
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
効
果
的
で
す
︒

セ
ン
タ
ー
に
は
︑
こ
う
し
た
運

動
が
で
き
る
機
器
を
備
え
て
い
ま

す
︒
専
門
の
健
康
運
動
指
導
士
に

よ
る
実
技
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
︒

■
利
用
者

高
校
生
以
上

■
利
用
料
金

１
０
０
円
︵
時
間
制
限
な
し
︶

■
主
な
施
設

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
︑
更
衣

室
︑
シ
ャ
ワ
ー
室
︑
冷
暖
房
完
備

■
場
所

富
士
支
所

２
階

■
開
館
時
間

平
日

９
時
～

時
21

(木
曜
日
は

時
ま
で
︶

17

土
・
日

９
時
～

時
17

(祝
日
︑
年
末
年
始
休
館
︶

■
実
技
指
導

毎
週
水
曜︵
３
月
９
日
㈬
ま
で
︶

時

分
～

時

分

18

30

20

30

◎
問
い
合
わ
せ

富
士
支
所

保
健
福
祉
課

☎

・
２
１
１
４

58
℻

・
２
１
１
９

58

離
婚
と
こ
ど
も

講
演
会

大
切
に
し
た
い
︑
あ
な
た

と
子
ど
も
の
気
持
ち

前
回
の
参
加
者
か
ら
︑﹁
話
が

具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
﹂﹁
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
充
実
し
て
い

て
助
か
る
﹂
と
の
声
も
い
た
だ
き

ま
し
た
︒

■
対
象

子
ど
も
が
い
る
夫
婦
で

離
婚
に
よ
る
養
育
費
︑
こ
ど
も
の

面
会
交
流
︑
子
ど
も
へ
の
接
し
方

な
ど
お
悩
み
の
人
︵
参
加
無
料
︶

■
日
時

３
月
６
日
㈰

時
～

時

10

12

■
場
所

ほ
ほ
え
み
館

き
ら
き

ら
学
習
ル
ー
ム
︵
兵
庫
町
︶

■
講
師

養
育
費
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

主
任
相
談
員
・
元
家
庭
裁

判
所
調
査
官

岩
村

幸
子
さ
ん

■
申
込
方
法

氏
名
と
託
児
︵
無

料
︶
の
有
無
を
︑
電
話
︑
電
子
メ

ー
ル
(Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
送
信
可
︶︑

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
︑
直
接
窓
口
で

連
絡
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

２
月

日
㈪

28

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会
こ
ど
も
課

(本
庁
１
階
１
番
窓
口
︶

☎

・
７
２
８
９

40
℻

・
７
３
９
５

40
位

k
od
om
o@
city
.sag
a.lg
.jp

第
６
回

プ
レ
マ
マ
＆

パ
パ
サ
ロ
ン

■
内
容

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

に
な
る
心
の
準
備
︒
沐
浴
指
導
︑

妊
婦
体
験
︑
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
な
ど
︒

■
対
象

初
出
産
で
︑
出
産
予
定

日
が
５
月
末
ま
で
の
人
︵
夫
婦
で

参
加
く
だ
さ
い
︶

■
日
時

２
月

日
㈰

27

午
前
の
部
：

時
～

時

10

12

午
後
の
部
：

時
～

時

14

16

■
場
所

ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と

多
目
的
室︵
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階
︶

■
講
師

国
立
病
院
機
構

佐
賀
病
院
助
産
師

■
定
員

各
先
着

組
18

■
参
加
料

無
料

■
申
込
方
法

２
月
２
日
㈬

時
10

か
ら
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

｢ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と
｣

☎

・
７
２
８
７

40
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平
成

年
度

少
年
少
女

発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集

23

ク
ラ
ブ
の
機
械
や
工
具
で
︑
指

導
員
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
︑
自
分
の
ア
イ
デ
ア

を
作
品
に
作
り
上
げ
ま
せ
ん
か
︒

■
対
象

市
内
在
住
の
新
小
学
４

年
生
～
新
中
学
３
年
生

■
定
員

人
程
度

30

︵
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

■
活
動
場
所
・
時
間

勧
興
小
学
校︵
佐
賀
市
成
章
町
︶

土
曜
９
時
～

時
12

年
間

回
程
度

30

■
会
費

年
額
５
︐
０
０
０
円

(材
料
・
保
険
代
含
む
)

■
申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
・

氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶・
学
校
・
新
学

年
・
性
別
・
保
護
者
氏
名
・
電
話

番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
し

送
付
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

２
月

日
㈮
必
着

25

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
１
１

佐
賀
市
大
財
三
丁
目

番

号

11

21

佐
賀
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

事
務
局
︵
佐
賀
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
内
︶

☎

・
７
３
５
２

40
℻

・
７
３
９
４

40

第
７
回

さ
が
水
物
語
り

嘉
瀬
川
流
域
の
今
と
昔

古
く
は
佐
嘉
川
と
呼
ば
れ
て
い

た
嘉
瀬
川
︒
本
支
流
は
舟
運
に
利

用
さ
れ
︑
川
遊
び
も
行
わ
れ
︑
豊

か
な
歴
史
と
民
俗
が
あ
り
ま
し
た
︒

そ
の
嘉
瀬
川
の
昔
と
今
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
ま
す
︒

■
日
時

２
月

日
㈯

19
時

分
～

時

13

30

15

■
場
所

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

(佐
賀
市
大
和
町
尼
寺
)

■
講
師

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

前
館
長

金
子

信
二
さ
ん

■
定
員

先
着

人
40

■
参
加
費

無
料

■
申
込
方
法

電
話
に
て
直
接
連

絡
く
だ
さ
い
︒︵
月
曜
休
館
︶

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

☎

・
１
２
７
７

62
℻

・
１
２
８
７

62佐
賀
市
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
募
集

■
活
動
内
容

佐
賀
市
の
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︒
他
都
市
と
の
交

流
事
業
な
ど
へ
の
参
加
な
ど
︒

■
応
募
資
格

市
内
在
住
の

歳
20

以
上︵
平
成

年
４
月
１
日
時
点
︶

23

の
女
性
で
︑
市
内
外
の
観
光
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
行
事
に
参
加

で
き
る
人
︒

※
勤
務
中
の
人
は
︑
勤
務
先
の
了

解
を
得
て
活
動
で
き
る
人
︒

■
募
集
人
数

１
人

■

年
度
の
活
動
実
績
見
込
み

22一
人
当
た
り

日
程
度

30

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
業
務
取

扱
要
領
に
基
づ
き
手
当
て
支
払
い
︒

■
任
期

４
月
１
日
～
平
成

年
25

３
月

日
︵
２
年
間
︶

31

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

２
月

日
㈫
必
着

15

※
後
日
面
接
を
行
い
決
定
し
ま
す
︒

採
用
者
に
は
副
賞
︵
５
万
円
相

当
︶
を
進
呈
︒
く
わ
し
く
は
佐
賀

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

※
現
在
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

の
多
久
島
宏
美
さ
ん
(右
)と
北
嶋

容
子
さ
ん
︒﹁
博
多
ど
ん
た
く
港

ま
つ
り
で
の
ス
テ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ
﹂

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
２
６

佐
賀
市
白
山
二
丁
目
７
番
１
号

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階

㈳
佐
賀
観
光
協
会

(担
当

吉
谷
)

☎

・
２
２
０
０

20
℻

・
５
６
５
６

28
２
月
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

季
節
の
会

自
然
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
表
情

が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て

い
ま
す
︒
自
然
の
不
思
議
や
仕
組

み
を
体
験
し
学
び
ま
せ
ん
か
︒

■
日
時

２
月

日
㈰

20
時
～

時

10

12

■
場
所

佐
賀
城
公
園
︵
当
日
佐

賀
県
立
博
物
館
駐
車
場
に
集
合
︶

■
参
加
費

保
険
代
等
２
０
０
円

■
定
員

人
30

■
申
込
方
法

２
月

日
㈭
ま
で

17

に
電
話
︑
フ
ァ
ク
ス
︑
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

さ
が
し
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の

会
事
務
局
︵
担
当

久
米
︶

☎
０
９
０
･３
６
６
８
･６
８
０
２

℻

・
６
０
５
３

52
位

k
u
m
eg
0950@
sco.b
b
iq
.jp
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第
２
回
佐
賀
市
﹁
食
﹂
と

﹁
農
﹂
の
体
験
交
流
事
業

さ
が
の
よ
か
と
こ

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム

里
山
の
農
業
が
食
卓
に
ど
う
つ

な
が
っ
て
い
る
の
か
︑
楽
し
く
学

び
︑
体
験
す
る
親
子
参
加
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
︒

■
ツ
ア
ー
内
容

富
士
町
で
の
そ
ば
打
ち
体
験
︑

囲
炉
裏
で
手
作
り
の
せ
ん
べ
い
焼

き
︑
お
手
玉
名
人
に
挑
戦
︑
築
１

５
０
年
古
民
家
の
見
学
︑
農
産
物

直
売
所
で
お
買
い
物
︒

■
日
時

２
月

日
㈰

13

９
時
～

時
17

(８
時

分
集
合
)

50

■
集
合
場
所

佐
賀
市
役
所
西
口

※
会
場
ま
で
専
用
バ
ス
で
移
動
︒

■
定
員

人
20

■
参
加
費

大
人
(中
学
生
以
上
︶

２
︐
５
０
０
円
︑
子
ど
も
︵
３
歳

以
上
︶
１
︐
５
０
０
円

※
昼
食
代
・
体
験
料
・
バ
ス
代
込

■
持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・

三
角
布
・
手
拭
き
タ
オ
ル

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

世
紀
県
民
の
森

21総
合
案
内
セ
ン
タ
ー

ほ
お
の
き

☎

・
２
３
４
１

57

赤
十
字
①
幼
児
安
全
支
援

員
・
②
救
急
法
救
急
員
養

成
講
習
会

■
内
容

①
こ
ど
も
の
病
気
へ
の
対
応
の
仕

方
や
事
故
の
予
防
や
事
故
に
対
す

る
応
急
手
当
の
方
法

②
災
害
や
事
故
に
遭
っ
た
と
き
や
︑

急
病
に
な
っ
た
人
へ
の
応
急
手
当

■
日
時

①
２
月
４
日
㈮
・
９
日
㈬
・

日
10

㈭
︵
４
・

日
は
９
時

分
～

10

30

16

時

９
日
は

時

分
～

時
︶

13

30

16

※
託
児
あ
り

②
２
月
４
日
㈮
・
７
日
㈪
～
９
日

㈬

９
時

分
～

時
︵
９
日
は

30

16

９
時

分
～

時

分
︶

30

12

30

■
会
場

西
九
州
大
学
短
期
大
学

部
︵
神
園
三
丁
目
︶

■
受
講
資
格

満

歳
以
上

15

■
参
加
費

①
教
本
教
材
費

１
︐
５
０
０
円

保
険
料
な
ど

２
０
０
円

②
教
本
教
材
費

３
︐
０
０
０
円

■
持
参
す
る
物

筆
記
用
具
・
運

動
が
で
き
る
服
装
・
昼
食
︵
①
は

大
判
ハ
ン
カ
チ
１
枚
・
パ
ン
テ
ィ

ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
１
足
も
持
参
︶

■
定
員

各

人
15

■
申
込
方
法

講
習
名
・
氏
名
・

連
絡
先
と
︑
①
で
託
児
希
望
の
人

は
︑
子
ど
も
の
人
数
・
性
別
・
年

齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
佐
賀
県
支
部

事
業
課
︵
平
日
９
時
～

時
︶

17

☎

・
３
１
０
８

25
℻

・
４
１
８
４

25職
業
訓
練
受
講
生
募
集

︿
４
月
期
﹀

■
募
集
訓
練
科
名

テ
ク
ニ
カ
ル

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
︵

人
︶・
機

18

械
加
工
技
術
科
︵

人
︶・
金
属
加

12

工
科
︵

人
︶・
電
気
設
備
科
︵

18

18

人
︶・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

︵

人
︶・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
︵

人
︶

18

24

■
入
所
日

４
月
５
日
㈫

■
訓
練
期
間

６
カ
月

■
訓
練
時
間

９
時

分
～

時

30

15

分
︵
機
械
加
工
技
術
科
は
９
時

40
分
～

時

分
の
日
も
有
︶

30

16

35

■
対
象
・
申
込
方
法

雇
用
保
険

受
給
資
格
者
な
ど
の
離
職
者
や
求

職
者
で
︑
再
就
職
の
た
め
技
能
習

得
を
必
要
と
す
る
人
対
象
︒
受
講

希
望
者
は
︑
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
当
セ
ン
タ
ー
で
相

談
の
上
︑
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

３
月
２
日
㈬

◎
問
い
合
わ
せ

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

佐
賀
セ
ン
タ
ー
(兵
庫
町
若
宮
)

☎

・
９
５
１
６

26
℻

・
９
４
９
４

26

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー

合
同
就
職
面
接
会

福
祉
施
設
な
ど
で
必
要
な
資
格

の
取
得
方
法
や
︑
仕
事
の
内
容
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
︒

就
職
の
お
手
伝
い
を
す
る
機
関

の
相
談
窓
口
も
設
け
ま
す
︒

■
日
時

２
月

日
㈯

12
時

分
～

時

分

13

30

15

30

(開
場
・
受
付

時
～
)

13

■
場
所

マ
リ
ト
ピ
ア︵
新
栄
東
︶

■
対
象
者

福
祉
施
設
︑
病
院
︑
在
宅
ケ
ア

等
の
仕
事
を
求
め
る
人
︑
資
格
取

得
方
法
を
知
り
た
い
人
︑
学
校
の

進
路
指
導
担
当
者
な
ど

■
参
加
事
業
所

県
内
の
老
人
福
祉
施
設
︑
児
童

養
護
施
設
︑
知
的
・
身
体
障
害
児

者
施
設
︑
老
人
保
健
施
設
︑
病
院
︑

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

※
事
前
申
込
不
要
で
す
︒

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
公
共
職
業
安
定
所

☎

・
４
３
６
２

24
℻

・
６
４
５
３

26
佐
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎

・
３
４
０
６

28
℻

・
３
４
０
７

28
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佐
賀
城
下
ひ
な
ま
つ
り
に

あ
わ
せ
道
路
清
掃
し
ま
す

﹃
道
守
体
験
事
業
﹄
と
し
て
︑

ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
気
持
ち
よ
く

会
場
を
巡
っ
て
も
ら
う
た
め
︑
周

辺
道
路
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
︒

皆
さ
ん
も
清
掃
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
︒

■
日
時

２
月

日
㈯

19

９
時
集
合
︵

分
程
度
︶

90

■
集
合
場
所

佐
賀
県
庁

本
館

玄
関
前
︵
城
内
一
丁
目
︶

※
清
掃
用
用
具
と
︑
軽
食
・
飲
み

物
を
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
︒

※
当
日
は﹁
県
庁
来
訪
者
駐
車
場
﹂

を
利
用
く
だ
さ
い
︵
利
用
無
料
︶︒

◎
問
い
合
わ
せ

道
守
佐
賀
会
議
事
務
局

☎
０
９
５
５
・

・
４
７
９
１

72

℻
０
９
５
５
・

・
１
３
２
３

73

第

回
佐
賀
市
青
少
年

健
全
育
成
推
進
大
会
・

第
３
回
子
ど
も
へ
の

ま
な
ざ
し
運
動
推
進
大
会

26
近
年
︑
少
年
に
よ
る
重
大
な
事

件
や
い
じ
め
に
よ
る
子
ど
も
の
自

殺
︑
児
童
虐
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
︒

こ
れ
か
ら
の
青
少
年
健
全
育
成

の
あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
︑
市
民

総
参
加
で
﹁
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ

し
運
動
﹂
を
推
進
し
て
い
く
た
め

開
催
し
ま
す
︒

■
日
時

２
月

日
㈰

13

受
付
開
始

時
～

13

開
会

時

分
～

13

30

■
場
所

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

多
目
的
ホ
ー
ル
︵
兵
庫
町
︶

○
ま
な
ざ
し
運
動
事
例
発
表

企
業
か
ら
・
ア
ル
タ
ホ
ー
プ

グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

○
講
演

演
題
﹁
子
ど
も
た
ち
と
の

か
か
わ
り
方
﹂

講
師

白
石
町
﹁
玉
泉
坊
﹂

稲
佐

英
明
さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
青
少
年
健
全
育
成
連
合

会
事
務
局

(佐
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
)

☎

・
２
３
３
１

24
℻

・
２
３
３
２

24
佐
賀
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

子
ど
も
へ
の

ま
な
ざ
し
運
動
推
進
室

☎

・
７
３
５
４

40
℻

・
７
３
９
４

40

佐
賀
市
環
境
保
健

推
進
大
会

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
推
進

や
︑
健
康
増
進
に
よ
る
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
の
契
機
と
す
る
た

め﹁
佐
賀
市
環
境
保
健
推
進
大
会
﹂

を
開
催
し
ま
す
︒

■
日
時

２
月

日
㈯

19

開
会

時
13

閉
会

時

分

16

15

■
会
場

佐
賀
市
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル
︵
日
の
出
一
丁
目
︶

■
主
な
内
容

・
環
境
に
対
す
る
功
労
者
表
彰

・
講
演
﹁
ホ
ン
ダ
の
考
え
る
次
世

代
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
｣

・
子
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト

※

時
か
ら
︑
地
産
地
消
農
産
物

12
即
売
会
や
︑
水
素
燃
料
電
池
自
動

車
の
展
示
会
を
行
い
ま
す
︒

■
入
場
料

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
︒

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
環
境
保
健
推
進
協
議
会

事
務
局
︵
本
庁

環
境
課

環

境
都
市
宣
言
係
︶

☎

・
７
２
０
２

40
℻

・
５
９
０
１

26

第
２
回

午
前

時
の
映
画
祭

10

シ
ア
タ
ー
シ
エ
マ
で
︑
全
国
の

映
画
フ
ァ
ン
の
投
票
を
も
と
に
１

９
５
０
～
７
０
年
代
を
中
心
と
す

る
傑
作
娯
楽
映
画
を
選
び
出
し
︑

名
作
の
数
々
を
ニ
ュ
ー
プ
リ
ン
ト

の
フ
ィ
ル
ム
で
見
ら
れ
る
﹃
午
前

時
の
映
画
祭
﹄
を
開
催
し
ま
す
︒

10■
場
所

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ

３
階
︵
松
原
二
丁
目
︶

■
日
時

２
月
５
日
㈯
～

平
成

年
１
月

日
㈮

24

20

■
料
金

一
般
１
︐
０
０
０
円

学
生

５
０
０
円

■
上
映
作
品
・
期
間

﹁
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
﹂

２
月
５
日
㈯
～

日
(金
・
祝
)

11

﹁
雨
に
唄
え
ば
﹂

２
月

日
㈯
～

日
㈮

12

18

﹁
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
﹂

２
月

日
㈯
～

日
㈮

19

25

ほ
か

期
間
中
計

本
上
映

50

◎
問
い
合
わ
せ

シ
ア
タ
ー
シ
エ
マ

☎

・
５
１
１
６

27
本
庁

商
業
振
興
課

☎

・
７
１
０
０

40
℻

・
６
２
４
４

26
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第

回
佐
賀
市
農
業

委
員
会

農
地
部
会

65

■
日
時

２
月

日
㈫

15

９
時

分
30

■
場
所

本
庁
３
階
第
２
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員

先
着
５
人

■
傍
聴
手
続
き

希
望
者
は
︑
農

業
委
員
会
事
務
局
で
傍
聴
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
係

☎

・
７
３
４
１

40
℻

・
７
３
９
１

40第

回
佐
賀
市
農
業

委
員
会

振
興
部
会

50

■
日
時

２
月

日
㈬

16

９
時

分
30

■
場
所

本
庁
３
階
第
２
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員

先
着
５
人

■
傍
聴
手
続
き

希
望
者
は
︑
農

業
委
員
会
事
務
局
で
傍
聴
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

振
興
係

☎

・
７
３
４
２

40
℻

・
７
３
９
１

40

佐
嘉
賢
人
缶
バ
ッ
ジ

好
評
発
売
中

12

歴
史
に
名
を
残
す
佐
賀
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る

人
の
賢
人
が
か
わ

12

い
い
イ
ラ
ス
ト
の
缶
バ
ッ
ジ
に
な

り
ま
し
た
︒

賢
人
が
名
を
あ
げ
た
分
野
の
学

業
成
就
や
︑
商
売
繁
盛
の
お
守
り

が
わ
り
に
︑
ま
た
は
佐
賀
を
Ｐ
Ｒ

す
る
お
土
産
や
贈
り
物
に
ど
う
ぞ
︒

■
価
格

１
個
１
０
０
円

■
販
売
場
所

佐
賀
市
観
光
案
内

所
︵
佐
賀
駅
内
︶︑
観
光
交
流
プ
ラ

ザ
︵
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階
︶︑
佐
賀

城
本
丸
歴
史
館
な
ど

※
郵
送
注
文
で
も
受
け
付
け
ま
す
︒

︵
送
料
は
本
人
負
担
︶

◎
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人

佐
賀
観
光
協
会

☎

・
２
２
０
０

20

27 市報さが 平成23年２月１日号
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集

イ
ベ
ン
ト

審
議
会
等
の
開
催

ご

案

内

審

議

会

等
の
開
催

そ

の

他

そ

の

他

○
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

お
酒
の
害
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

①
飲
酒
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
︑
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

②
飲
酒
を
批
判
さ
れ
て
︑
腹
が
立

っ
た
り
い
ら
立
っ
た
り
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

③
飲
酒
に
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
や

罪
悪
感
を
持
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

④
朝
酒
や
迎
え
酒
を
飲
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

２
項
目
以
上
当
て
は
ま
っ
た
人

は
︑
お
酒
の
害
に
あ
っ
て
い
る
人

か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
早
期
に
診
断

を
受
け
て
︑
必
要
な
治
療
や
援
助

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

○
依
存
症
と
う
つ
病
を
併
発
す
る

人
が
増
え
て
い
ま
す

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
う
つ
病

は
高
い
頻
度
で
合
併
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
︒
う
つ
病
の
抑

う
つ
気
分
や
不
眠
を
解
消
す
る
た

め
の
飲
酒
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
な
る
ケ
ー
ス
︑
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
よ
る
大
量
飲
酒
が
抑
う

つ
気
分
を
強
め
て
い
る
ケ
ー
ス
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
︑
い
ず
れ
の

場
合
も
︑
ま
ず
断
酒
す
る
こ
と
が

治
療
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
︒

○
相
談
機
関
の
案
内

・﹁
こ
こ
ろ
の
相
談
﹂︵
佐
賀
市
︶

毎
月
第
一
水
曜
日

時

分
～

時
︵
予
約
制
︶

13

30

15

場
所

川
副
保
健
セ
ン
タ
ー

※
２
月
２
日
㈬
は
休
み

☎

・
８
９
２
４

45

・
佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

☎

・
１
６
９
１

30

・
佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎

・
５
０
６
０

73

﹁
酒
は
百
薬
の
長
﹂
と
い
わ
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
が
︑
適
量
を
超
え
た
り
︑

毎
日
必
ず
飲
ん
だ
り
す
る
と
︑
こ
こ
ろ
や
身
体
へ
の
悪
い
影
響
が
出
て
き
ま

す
︒
平
成

年
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
︑
ほ
ぼ
毎
日
飲
酒
し
て

22

い
る
人
は
男
性
で

％
︑
女
性
で

・
６
％
と
飲
酒
率
は
増
加
し
て
い
ま
す
︒

51

20

自
分
の
意
志
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
や
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
や
二
日
酔
い

に
よ
る
欠
勤
︑
午
後
出
勤
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
れ
ば
︑
す
で
に
お
酒
に
よ
る

問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
︒
あ
な
た
の
飲
み
方
は
大
丈
夫
で
す
か
︒

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う

お
酒
︑
飲
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☎
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７
２
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１
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℻
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０
１
１
５
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しおりに使えるプロフィール紙入り
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滿 怜
れ

音
お

くん(５カ月)

(佐賀市鍋島)

パパが大好きな怜音です！
休みの日はいっぱいいっぱーい遊
んでねっ♡♡♡

大久保 楓
ふう

夏
か

ちゃん(１歳)

(佐賀市兵庫町)

歩けるようになってイタズラいっ
ぱいするようになったね♡これか
らも笑顔でたくさんあそぼうね♡

■開催時間 10時〜12時

■申込方法 往復はがき、または電話で申し込みください。

・参加希望日を伝えてください。（複数参加も可）

・往復はがき用のあて名シール、または申込用紙が園

にあります。

■申込期限 ２月28日㈪

◎申し込み・問い合わせ

〒840-0821 佐賀市東佐賀町４番20号

市立城東保育所 子育てサロン係 ☎40・0415

■開催時間 10時〜12時

※お茶を持参ください。くわしい場所や内容については、

問い合わせください。

◎問い合わせ

佐賀市中央児童センター内

｢川原保育所子育て支援センター｣

(佐賀市兵庫町大字藤木919番地１ ☎36・4140）

佐賀市立川原保育所

(佐賀市川原町４番44号 ☎23・3549）

３月の城東保育所子育てサロン

２月の川原保育所子育てサロン

２月の佐賀市社会福祉協議会のサロン

23日㈬

巨勢地域ふれあい館（巨勢小学校内)24日㈭

８日㈫

開成児童クラブ館（開成小学校内)

９日㈬

10日㈭

25日㈮

１日㈫

ペットボトルシア

ターがありますよ

期 日 内 容

開成児童クラブ館（開成小学校内)

鍋島児童クラブ館（鍋島小学校内)

巨勢地域ふれあい館（巨勢小学校内)

兵庫児童クラブ館（兵庫小学校内)

兵庫児童クラブ館（兵庫小学校内)

場 所

おひなさまをつく

りましょう

15日㈫

鍋島児童クラブ館（鍋島小学校)

☆サロン日程（予約不要。時間①10:00〜 ②10:30〜

③13:00〜 ④13:30〜)

16日㈬②

さんさんひろば

16日㈬④

２日㈬②

18日㈮②

23日㈬②

16日㈬②

25日㈮②

25日㈮②

なかよし広場14日㈪②

７日㈪②

サロン名 内 容 場所

手作り布おもちゃで遊ぼう

ぐんぐん金曜日

にこにこ広場

28日㈪④

かすたねっとサ
ロン

ぐんぐん金曜日

久保田おはなし会

むつごろう文庫

４日㈮②

諸富

10日㈭①

つくってあそぼう
「つめてふわふわ」

15日㈫②

期日

布おもちゃで遊
ぼう

アンパンマン体操、
おやつ作り

ほほえ
み館

みんなでひなまつり
（参加費：一家族100円）

おひなさまをつくろう

布遊具で遊ぼう

広場で絵本

ほほえ
み館

みつせスマイル
キッズ

たのしい童話

わらべうたサロ
ン

諸富

よかっこ広場

むつごろう文庫

まほろば広場

諸富

富士

諸富

「ぽっとぁぽん」の
おはなし会

キャロットまんじゅうを作ろう

わらべ歌と絵本を紹介
ママ友をつくろう
（対象 １歳未満児）

わらべうたでふれあいを…

赤ちゃん広場

乳幼児安全救急法、育児相談
(要予約：☎45・8022)

おひなさま作り

８日㈫②

おひなさまをつくろう

諸富

三瀬

諸富

富士

アンパンマン体操・親子で
リズムダンス

東与賀

大和

にこにこ広場

富士

諸富

９日㈬②

※子育てに関する悩み相談は、随時受け付けています。

◎問い合わせ

佐賀市社会福祉協議会1ふれあい広場7☎34・8211

☆開催場所

※三瀬、久保田、東与賀は各保健センターで行います。

富士支所庁舎内
月曜∼金曜
10:00∼16:00

場 所 日 時

富士ふれあいるーむ

大和まほろば広場

名 称

毎週水曜
11:00∼16:00

大和老人福祉センター

火曜∼土曜
10:00∼16:00

佐賀市産業振興会館内諸富ふれあい広場

藤崎 蒼
そう

大
だい

くん(１歳)

(佐賀市大和町)

１月で１歳になりました。いつも
おじいちゃんおばあちゃんありが
とう。これからもよろしくね☆

城東保育所

内 容 対 象 場 所

１歳３カ月未満
大きくなったね。

（つくってあそぼう）

大きくなったね。

(みんなのたんじょうび)

２日㈬

期 日

城東保育所１歳３カ月未満８日㈫

住所・保護者名・お子さんの名前（ふりがな）と年齢・電話番号・
簡単なコメントを書いて、〒840-8501　佐賀市役所　秘書課　広報
係まで　☎40・7021　※到着月から２カ月後以降の市報に順次掲載。（対象：就学前まで）
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春日保育園子育てサロン『ふたば』 ☎62・0062（要事前申込）

おひなさまを作ろう２月24日㈭10:00∼

こんにちは赤ちゃん２月10日㈭10:00∼

豆まき２月３日㈭10:00∼

誕生会に参加しよう２月17日㈭10:00∼

内 容日 時

育児に関する悩み相談（お気軽にどうぞ）随 時

２月の私立保育園子育てサロン

※サロンへは、汚れてもいい服でおいでください。

子育てに関する悩み相談随 時

☆毎回おはなし会中心です。親子で絵本の楽しさを
体感しませんか。

☆対象年齢 生後６カ月以上未就園児
☆おはなし会後、いろんな遊びをしますので、タオ
ル・着替えを持参ください。

２月９日㈬10:30∼

２月16日㈬10:30∼

２月23日㈬10:30∼

３月９日㈬10:30∼

内 容日 時

あおぞら保育園子育てサロン『あおぞら』 ☎30・7372

（要事前申込)

※申し込みは２月１日㈫から、電話で受け付けます。

城西保育園Kosodate Room『ももたろう』 ☎24・2881

☎26・3953

城西保育園（対象：１歳３カ月未満)
※２月７日㈪9:00∼電話受付

赤ちゃんサロン「きびだんご」
『おいで おいで∼』

２月18日㈮10:00∼

北部児童センター
（当日受付）

子育てサロン「ももたろうキッズ」
『ぽっかぽかあそび』

２月16日㈬10:30∼

市立図書館
おはなしの部屋

おはなしポケット
絵本・紙芝居・シアターなど

２月10日㈭15:00∼

中央児童センター
（当日受付）

子育てサロン「ももたろうキッズ」
『ぽっかぽかあそび』

２月２日㈬10:30∼

場 所内 容日 時

育児相談「ももたろうテレフォン｣ (専用ダイヤル）
☎26・3953

随 時

城西保育園ティールーム「ももたろう」毎週水曜日16:00∼

城西保育園
※２月14日㈪9:00∼電話受付

子育てサロン「おにがしま」
『みんなで いただきま∼す』

２月25日㈮10:00∼

※２月24日㈭は、「西与賀子育てサロン」へ出向きます。

鬼は外！ 福は内！２月３日㈭10:00∼

てぶくろ「お話できるかな？」

赤ちゃんの部屋「ゆったりのんびりママと雪あそび」

とんで、はしって、からだを動かそう！

２月10日㈭10:00∼

２月17日㈭10:00∼

２月24日㈭10:00∼

内 容日 時

育児相談（専用ダイヤル）☎26・4251随 時

巨勢保育園子育てサロン『たんぽぽ』 ☎26・4247

（要事前申込)

※申し込みは２月１日㈫から受け付けます。

ゲームで楽しく遊ぶ２月22日㈫10:00∼

育児相談（専用ダイヤル）☎32・5343随 時

折り紙あそび２月15日㈫10:00∼

ホットケーキを作ろう２月８日㈫10:00∼

赤ちゃんの部屋２月１日㈫10:00∼

内 容日 時

開成保育園子育てサロン『えだまめ』 ☎36・6114

（３日前までに申込)

園長講演『何故子どもは親が困る行動をするのか、
その時どう対応するのか』

２月２日㈬10:00∼

子育てに関する悩み相談随 時

こべっこ子育てワーク ひなまつり制作２月23日㈬10:00∼

内 容日 時

小部保育園子育て支援『こべっこ子育てワーク』
☎29・9595（要事前申込)

開成３丁目４丁目
ふれあい公民館

場 所

育児相談は随時受けています。お気軽にどうぞ。
親子で「鍋島保育園ふれあい広場」に遊びに来てください。
（月∼金 ９:00∼12:00）

育児相談会２月25日㈮10:00∼

クレヨンで描こう２月17日㈭10:00∼

スタンプ遊びをしよう２月３日㈭10:00∼

内 容日 時

育児相談会２月４日㈮10:00∼

赤ちゃんサロン２月10日㈭10:00∼

育児相談会２月18日㈮10:00∼

座談会 (ざっくばらんにはなそう会)２月24日㈭10:00∼

鍋島保育園子育てサロン『どんぐり』 ☎34・5577

※準備の都合上、なるべく２日前までに申し込みください。
※毎回水筒とタオルを持参ください。
※園外でのサロンは、帽子・軽装でお越しください。
※ベビーカーが必要な場合は、各自で用意ください。

永原学園三光保育園子育てサロン『さんこう・ぽぽら』
☎31・6877（要事前申込)

育自講座№３ 講師：平田としこさん（アバンセ）
※今年度最後です。要予約。

２月24日㈭10:00∼

なかよしミックス「親子ふれあい遊び」
※要予約。各日とも先着20組程度。

２月21日㈪10:00∼
２月28日㈪10:00∼

・育児相談（随時) ・食育相談（毎月第３火曜日）

健康講座「メタボの先にあるもの」
講師：こが内科こどもクリニック院長 古賀貴文さん
お父さんたち、ぜひ聴いてください。要予約。先着30人程度。

２月26日㈯14:00∼

東与賀よかよかサークル支援「豆まきをしましょう」２月２日㈬10:00∼

内 容日 時

シニアサロン「野菜をおいしくCooking」
※要予約。先着20人程度。

２月18日㈮10:00∼

フリーDay「さんこうぽぽら」を開放します。お好き
な時間に遊びに来てください（12時まで）。予約不要。

２月４日㈮10:00∼

○市内各公民館では、サロンや自主サークルが毎月行われています。今月は下記の子育てサークルに出向きます。

○保育士・保健師が、いつもひろばにいますので、子育てに関する悩み相談はいつでもどうぞ。(毎週火曜日・祝日は休館)

◎問い合わせ 佐賀市子育て支援センター｢ゆめ・ぽけっと｣ ☎40・7287 サークル問い合わせ ☎40・7389

２月のゆめ・ぽけっと子育てサークル支援

神野ほっと赤ちゃんサロン(神野公民館) 「こんにちは赤ちゃ
ん目と目を合わせ、
心と心を合わせ、楽
しく触れ合おう」

サークル名（開催場所) 内 容

２日㈬

10日㈭

16日㈬

３日㈭

４日㈮

くれよんロケット循誘(循誘公民館)７日㈪

久保泉すくすくくらぶ(久保泉公民館)８日㈫

期 日

子育てサロンひょうご(兵庫公民館)

新栄るんるん(新栄公民館) 冬よさようなら、春
よこい「おには外！
ふくは内！」

高木瀬赤ちゃんサークル(高木瀬公民館)

若楠にこにこ赤ちゃんサークル(若楠公民館)

ちぎって、まるめて
クッキング？？

本庄ままごっとんKids (本庄公民館)
ちぎって、まるめて
クッキング？？

サークル名（開催場所) 内 容

17日㈭

17日㈭

21日㈪

23日㈬

いろえんぴつ(日新公民館)
春が来た、春が来た
みんなで思い出づく
り

18日㈮

期 日

神野カンガルー(神野公民館)

高木瀬あいあい(高木瀬公民館)

若楠にこにこ(若楠公民館)

24日㈭

かんこうドーナツ(勧興公民館)
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中央児童センター中央児童センター中央児童センター 兵庫町
☎33・5453
FAX31・9552

■各行事・講座の受付 ２月１日㈫ ９:00〜随時受け付け

■開館時間 ９:00〜18:00

■休 館 日 ７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪

北部児童センター北部児童センター北部児童センター 大和町
☎62・7900
FAX62・7911

■開館時間 ９:00〜17:00

■休 館 日 ６日㈰・13日㈰・20日㈰・27日㈰

各行事についてくわしくは、各児童センターまで問い合わせください。

２月の児童センター行事予定表

※行事の参加費について、申し込み締め切り後の返金はできません。

育児相談(申込不要)『子育てのこと、一人で悩んでいませんか？』

日 時：２月２日㈬ 10:00∼12:00

場 所：児童センター２階多目的室

びーとるキッズ（自由参加）｢アンパンマン体操、手遊びなど♪」※３日㈭から

日 時：毎週火・木曜日 11:00∼11:30

対 象：幼児（保護者と参加）

※３日㈭は豆まき、15日㈫は「親子で楽しく折り紙であそぼう」です。

おはなし会（自由参加）

日 時：２月５日㈯・12日㈯・19日㈯ 11:00∼11:30

場 所：児童センター２階多目的室

工作教室（自由参加）「デコパージュにチャレンジ！」

気に入った切り抜きを貼り付けて、マイソープ、マイカップを作ろう！

日 時：２月６日㈰ 14:30∼15:30

対 象：小学生以上 25人

持参物：せっけん、表面がつるつるした無地のガラス製品

(コップなど)

親子リズム体操（申込制）

日 時：２月18日㈮・25日㈮ 10:30∼11:30 ※いずれか１回

対 象：2歳以上の幼児とその保護者 17組

冒険あそび場 ∼ケガと弁当は自分持ち！∼（自由参加）

日 時：２月20日㈰ 10:00∼17:00

内 容：ターザンロープ、ベーゴマ、フリスビーなど楽しい遊具をつ

かって外で思いっきり遊ぼう！

☆★平成23年度年間教室登録者募集のおしらせ★☆

内 容：①サッカー ②チアダンス ③バドミントン

④チャレンジ倶楽部（何でも体験隊）

受付日：３月５日㈯ 9:00∼14:00

登録料：500円（①②③のみ）

※応募者多数の場合は抽選。定員に満たない場合は、３月13日㈰までの

先着順となります（定員になりしだい募集終了）。くわしくは問い合

わせください。

運動場で遊ぼう「なわとびをしよう」（自由参加）

日 時：２月２日㈬ 15:30∼16:30 対 象：小学生以上

場 所：春日小グラウンド

子どもまつり実行委員 活動日

日 時：２月５日㈯・11日(金･祝)・12日㈯

19日㈯（反省会） 10:30∼15:30

対 象：小学３年生以上 場 所：児童クラブ室

持参物：筆記用具

★北部児童センター子どもまつり★（自由参加）

日 時：２月12日㈯ 9:30∼15:00

対 象：幼児（保護者同伴）・小学生以上

内 容：(午前) お茶野点、昔遊び、フリーマーケット、おばけ屋敷、

駄菓子屋、ポップコーン、わたがし、クッキー屋、

あみひも、ヨーヨーなど

(午後) ミュージカル劇・ビンゴ大会

※昼食は「まほろばさんさんくらぶ」からおにぎり、汁物を提供。お

はしとおわんを持参ください。

囲碁・将棋教室（自由参加）

日 時：２月16日㈬ 15:30∼16:30 対 象：小学生以上

場 所：図書室

ちょボラ隊「みんなでちょっとだけボランティアしよう」(自由参加）

日 時：２月17日㈭ 15:30∼ 対 象：小学生以上

アウトドアクッキング「カートンホットドッグ作り」(申込制）21日㈪締切

日 時：２月26日㈯ 10:00∼14:30（9:50集合完了）

対 象：小学生（先着20人） 参加費：200円

持参物：マグカップ・エプロン・三角巾（バンダナ）・タオル・お茶

◆『きらきらキッズ』◆（自由参加）

日 時：水曜日・金曜日 10:30∼11:30 対 象：幼児と保護者

４日㈮ 親子リズムダンス

18日㈮ 絵本の読み聞かせ

23日㈬ きらきらダンス

25日㈮ おひなさま作り

母
子
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︑
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念
に
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︑
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︑
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ゼ
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か
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ゼ
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か
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●
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

自
分
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身
の
母
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手
帳
は
お
持
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す
か
︒

母
子
手
帳
は
自
分
の
成
長
の
記
録
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︑
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で
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っ
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気
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受
け
た
予
防

接
種
な
ど
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ま
ざ
ま
な
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詰
ま
っ
た

大
切
な
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長
の
記
録
帳
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す
︒
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れ
か
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１
人
の
大
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し
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分
の

健
康
管
理
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な
っ
て
行
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し
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︒
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手
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︒
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︑
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︑
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春
よ
来
い
来
い
占
い
！

ま
だ
ま
だ
寒
い
こ
の
季
節
で
す

が
︑
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
︒
も
う
す
ぐ
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
で
︑
チ
ョ
コ
と
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
グ
ッ
ズ
を
ど
こ
で
も

見
か
け
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
︒私

は
２
月

日
の
バ
レ
ン
タ
イ

14

ン
デ
ー
は
も
ち
ろ
ん
楽
し
み
で
す

が
︑
冬
の
寒
さ
が
飽
き
た
こ
の
時

期
に
な
る
と
︑
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
よ
り
春
が
来

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
︒

２
月
の
上
旬
に
春
の
晴
れ
て
い

る
日
を
楽
し
み
に
す
る
の
が
ま
だ

ま
だ
早
い
と
思
う
人
は
少
な
く
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
︑
ア
メ
リ
カ

と
カ
ナ
ダ
に
は
２
月
２
日
に
春
の

訪

れ
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占

う
﹁
G
rou
n
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og

D
ay
﹂
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ラ
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ド
ホ
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と
い
う
行
事
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あ
り
ま
す
︒

こ
れ
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
と

い
う
マ
ー
モ
ッ
ト
の
一
種
の
動
物

ベッシュハート・キャサリン
（佐賀市国際交流員）

職場の国際交流室。
アイスクエアビル４階にありますよ。

と
な
り
の
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テ
ィ
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か
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め
て
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っ
と
外
に
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と
き
に
︑
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分
の
影
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驚
い
て
巣
穴
に
戻
る
か
の
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ア
ク

シ
ョ
ン
に
よ
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て
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来
時
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予
想
す
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う
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で
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の
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で
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驚
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穴
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っ
て
し
ま
う
と
︑
冬
が
後
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週
間
続
く
だ
ろ
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と
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と
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な
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︑
自
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が
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︒
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ペ
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世
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っ
た
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で
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あ
り
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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史
と
伝

統
的
な
行
事
に
由
来
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
︒
こ
の
手
の
占
い
の

中
で
一
番
知
ら
れ
て
い
て
人
気
が

あ
る
の
は
︑
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

の
パ
ン
ク
サ
ト
ー
ニ
ー
市
の
パ
ン

ク
サ
ト
ー
ニ
ー
フ
ィ
ル
で
す
︒

パ
ン
ク
サ
ト
ー
ニ
ー
フ
ィ
ル
は

１
８
８
７
年
か
ら
春
の
到
来
時
期

を
予
測
し
て
い
て
︑
フ
ィ
ル
の
天

気
予
報
は
低
精
度
で
す
が
毎
年
フ

ィ
ル
が
巣
穴
を
出
る
の
を
見
に
来

る
人
が
多
く
て
︑
占
い
の
結
果
は

テ
レ
ビ
︑
新
聞
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
ニ

ュ
ー
ス
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
︒

今
年
の
春
が
い
つ
訪
れ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
︑
フ
ィ
ル
な
ど
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
グ
た
ち
が
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春
が

早
く
来
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と
予
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た
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う
れ
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で
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さ
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今
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は
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の
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の
天
気

占
い
の
結
果
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あ
な
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身
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の
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よ
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や
す
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か
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の
人
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な
ど
に
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す
る
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ま
ち
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話
題
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記
事
に
し
て
提
供
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会
議
︵
年
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回
程
度
︑
平
日
開
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︶
へ
の
出
席
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会
議
時
に
は
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児
も
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︒
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定
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人
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※
定
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合
は
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■
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５
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平
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年
３
月
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※
謝
礼
あ
り
︒
交
通
費
な
ど
の
支

給
な
し

■
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込
方
法

街
角
リ
ポ
ー
タ
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上
︑
住
所
︑
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名
︑

年
齢
︑
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号
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単
な
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己

紹
介
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記
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︑
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が
き
︑
フ

ァ
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ス
︑
電
子
メ
ー
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で
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込
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だ
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い
︒

■
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込
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日
㈭
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日
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市
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く
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か
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の
国
︑
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ソ
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行
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時
に
仁
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チ
ョ
ン
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際
空
港
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か
ら
海
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見
え
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赤
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も
の
︑
空

港
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あ
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永
宗
島
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ン
ジ
ョ
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か
ら
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へ
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か
る
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宗
大
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干
潟
に

見
え
る
赤
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植
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を
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こ
と
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あ
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ま
せ
ん
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︒

東
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て
み
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︑
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あ
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こ
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分
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し
た
︒

こ
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︒
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︒
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に
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で
︑
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語
る
も
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ま
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が
︑

今
︑
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き
て
い
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せ
て
く
れ
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す
︒
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候
や
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き
れ
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せ
て
く
れ
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色

鮮
や
か
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植
物
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︑
私
た
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で
大
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し
た
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す
ね
︒

シ
チ
メ
ン
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が
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本
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韓
国
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界
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つ
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が
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和
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あ
る
よ
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祈
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︑
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通
し
て
美
し
く
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変
化
す
る
シ
チ

メ
ン
ソ
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し
て
み
ま
せ
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か
︒
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アイ・スクエアアイ・スクエア

情報プラザ情報プラザ
(駅前中央一丁目アイ・スクエアビル１階)

☎ 40・8222（毎週水曜日定休)

パソコン・ワード・エクセル体験しませんかパソコン・ワード・エクセル体験しませんか

《パソコン体験》

■日 時 ２月14日㈪

■対 象 パソコン初心者（先着10人）

《ワード文書作成体験》

■日 時 ２月15日㈫

■対 象 パソコンで文字入力が

できる人（先着10人）

《エクセル表計算体験》

■日 時 ２月18日㈮

■対 象 パソコンで文字入力が

できる人（先着10人）

※開催時間は、いずれも10時30分〜15時

30分。

３日続けて参加することもできます。

■参加料 無料

■申込方法 ２月５日㈯10時から

電話のみにて受け付け。

館念記民常野佐 ☎34・9455 ℻34・9465 http://www.saganet.ne.jp/tunetami/

エスプラッエスプラッツ
２月の行事予定２月の行事予定

【エスプラッツホール（３階）】【エスプラッツホール（３階）】

エスプラッツ
２月の行事予定

【エスプラッツホール（３階）】
毎週土曜日、天体観望会を行って

います。ぜひ、見に来てください！

■所在地 西与賀町高太郎328

■時 間 19時30分〜21時30分

(参加料無料、事前申込不要)

西与賀コミュニティセンター

天体観望会 ☎ 25・6320

佐賀市健康運動センター
☎ 36・9309

平 日：９：00〜21：30（月曜休館日）
土日祝：９：00〜21：00

プール・浴室使用停止のお知らせ

２月４日㈮〜24日㈭

隣接する環境センターの焼却炉点検
（オーバーホール）に伴い、高温水の供給
が停止し、プールと浴室が利用できませ
ん。（浴室のシャワーは利用可）
※トレーニングルーム、スタジオは通常営業
※プールは２月24日㈭から再開
※期間中、平日閉館90分前100円利用の
「勤労者応援タイム」は実施しません。

オーバーホール期間中

運動継続支援プログラム

∼プールがなくてもしっかり運動∼

■期間限定 自由参加レッスン（30分程度）
○貯筋ステップふみふみ
水･金･日 11時〜 火･木･土 15時〜
○らくらく体操
火･木･土 11時〜 水･金 15時〜
○膝腰スッキリ 土曜 14時〜
平日14時、19時30分のレッスンは通常実施

★ご迷惑に感謝のプレゼント
期間中、センターを２回利用につき、
次回１回分の利用が無料になります。
（有効期限 ３月31日㈭）

５日㈯

佐賀いのちの電話 チャリティーコンサート
開場①14:30②17:30 開演①15:00②18:00

終演①17:00②20:00

入場：全席自由1,000円（当日200円高）

◎問い合わせ ㈳佐賀いのちの電話 ☎34・4186

12日㈯・13日㈰

劇団Zi シアター公演 「遭難、」
開場①13:30②18:30 開演①14:00②19:00

終演①16:00②21:00 ※13日㈰は①のみ

入場：全席自由2,000円

高校生以下1,000円（当日500円高）

◎問い合わせ 劇団Zi シアター（辻）

☎090・4772・6176

16日㈬

NBCふれあい演歌の集い
開場13:00 開演14:00 終演15:30

入場：無料（要申込）※募集期限２月４日㈮

◎問い合わせ NBCラジオ佐賀

ふれあい演歌の集い係 ☎22・1460

19日㈯

劇団道化「やさしいライオン」
入場：会員制（当日入会可）

開場 ①13：45 ②17：45

開演 ①14：00 ②18：00

終演 ①15：00 ②19：00

入会金300円・月会費1200円（4歳以上）

◎問い合わせ 佐賀子ども劇場(柿本)☎23・6797

20日㈰

さく咲くコラボ
開場17:00 開演17:30 終演20:00

入場：全席自由500円(当日同じ）

◎問い合わせ さく咲くコラボ（東島）

☎090・2852・1400

27日㈰

エスプラッツ文化祭2011
開場13:30 開演14:00 終演17:00 入場：無料

◎問い合わせ 佐賀市文化交流プラザ・

交流センター ☎40・0560

企画展「日本赤十字社の人道支援・救護活動∼『坂の上の雲』の時代の博愛∼」

1890年のトルコ軍艦エルトゥールル号遭難からNHKドラマ

『坂の上の雲』で描かれた日清、日露戦争時代における日本赤十

字社の負傷者救護活動を紹介します。

■日 時 ２月13日㈰まで ９時〜17時

■観覧料 大人300円 小人100円（常設展を含む）

企画展「佐賀商船学校回顧展∼志は波濤を越えて∼」

三重津海軍所の歴史を受け継ぎ、近代海運業に多大な貢献を

残した佐賀商船学校の歩みを振り返ります。

■日 時 ２月19日㈯〜４月17日㈰ ９時〜17時

■観覧料 大人300円 小人100円（常設展を含む）

サタデーワークショップ ∼かんバッチをつくろう！∼

オリジナルのデザインで自分だけのかんバッチを作ろう。

■日 時 ２月毎週土曜日 13時30分〜15時30分

■対 象 ３歳以上 各回先着30人

（当日12時から１階カウンターで受け付け・無料）

らくらく改善ストレッチ教室 ∼肩痛改善∼

肩痛を自分で改善する方法を学びましょう。

■日 時 ２月12日㈯・24日㈭ 13時30分〜15時

■対 象 18歳以上 （参加自由・無料）

パソコン教室 ∼連絡網作り∼（初心者向け）

「組織図」という機能を使って連絡網を作りましょう。

■日 時 ２月10日㈭・11日(金・祝)・13日㈰・16日㈬・

17日㈭ 13時30分〜15時30分

■対 象 18歳以上 各回12人（要申込・参加費100円）

万華鏡を作ってみよう

キレイな万華鏡を手作りしましょう。

■日 時 ２月20日㈰ 13時30分〜15時30分

■対 象 ３歳以上 20人 （要申込・無料）

博愛ふれあい映画会 「日本昔ばなし」

「かぐまのちから石」「白狐の湯」「念仏天狗」「猫檀家」の４

話。（観覧無料）

■日 時 ２月27日㈰ 13時30分〜14時30分

読み聞かせとモノつくり ∼オリジナルはんかち作り∼

布に絵をかいてオリジナルのハンカチを作ろう。

■日 時 ３月６日㈰ 10時30分〜12時30分

■対 象 ３歳以上 20人 （要申込・無料）

※主催者の都合により変更する場合があります。

※要申込は２月２日㈬９時から受け付け。（ファクス・メールでの申し

込みは不可）未就学児は保護者同伴でお願いします。

◎休館日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
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シンポジウム

「成年後見制度のこれからを考える」

時間／13時〜17時
場所／アバンセホール（佐賀市天神）
内容／
・基調講演
「日本の成年後見制度〜現状と課題〜」
・講師 筑波大学教授、日本成年後見
法学会理事長 新井誠さん
・基調報告「九州における成年後見業
務の実情〜アンケート分析報告〜」
・パネルディスカッション
参加費／無料
◎問い合わせ 佐賀県弁護士会
☎24・3411（平日９時〜16時）
℻25・7608

土
日
26

ＳＡＧＡの陶芸家作品展

(唐津焼・伊万里焼・有田焼)

県内陶芸家８人による作品展。開催
テーマ『陶と華』にちなみ、西九州大
学短期大学部華道部（小原流）による
生け花の展示も行います。
時間／10時〜17時(最終日は16時まで)
場所／佐賀市歴史民俗館旧古賀家

(柳町）
入場料／無料
※抹茶と和菓子のセットを準備（１席
200円）。売上金はチャリティとして全
額佐賀善意銀行に預託します。
◎問い合わせ 九州電力株式会社
佐賀支店 総務部総務グループ
☎33・1123

火
～
日

１
日
～
６
日

日本の「文様と色彩」講座

「かさねの色目と雛祭り」

日本の四季の風情を映し出す色と形
の世界「文様」を通して、和文化に親
しむ定期講座です。今回は春色着物の
カラーコーディネイト体験です。
時間／13時30分〜15時
場所／地場産品交流会館 肥前通仙亭
講師／着物デザイナー 吉田泰子さん
参加費／1,500円
◎問い合わせ 地場産品交流会館
肥前通仙亭（吉田）
☎080・3767・4049

土

ＪＲ九州ウォーキング 早春の佐賀城

下「シュガーロードとひなまつり」

時間／スタート８時30分〜11時
ゴールは15時まで（約４時間）

受付場所／佐賀駅
コース／佐賀駅スタート→旧長崎街道
→副島ガラス→県立佐賀城本丸歴史館
→大隈記念館→肥前通仙亭→ひなまつ
り会場（佐賀市歴史民俗館・恵比須ギ
ャラリー）→佐賀駅ゴール（約12㎞）
※大隈記念館とひなまつり会場の入場
料無料（徴古館は有料）、各店舗（村岡
屋、村岡総本舗、北島、鶴屋など）か
らの振る舞いあり。
◎問い合わせ 佐賀駅 ☎24・4029

第26回佐賀市中学校合唱発表会

時間／12時30分〜16時
場所／佐賀市文化会館中ホール
入場／無料
◎問い合わせ
佐賀市立成章中学校
☎24・4265 ℻24・4266

日
日
13

５
日

土
日
26

会 場 佐賀市文化会館 中ホール

料 金 全席指定

一 般 3,000円

大学生以下 1,500円

＊当日各500円高

13
㈰

大人300円
(入館料込)

20
㈰

大人300円
(入館料込)

早春の薬草観察会
テーマ：①マンサクなど早春の薬草 ②香草の効用
※カメラ・ルーペをお持ちの人は持参ください。

(雨天の場合は室内で講話)

10:00
∼
12:00

12
㈯

参加料

ハーブで楽しむヘルシーライフ
薬効・香りの簡単活用
手造りグッズのご提案

10:00
∼
12:00

内 容時 間日

公演名

劇団 東京ヴォードヴィルショー

花組エキスプレス

あほんだらすけ22nd
【出てくる人】

山口良一、たかはし等、大森ヒロシ、

まいど豊、村田一晃、

フジワラマドカ、金澤貴子

日 時 ３月14日㈪

開場18:30 開演19:00

内 容 九州で唯一の佐賀公演‼

ダンスあり、マジックあり、コント

があれば、ホロリとさせる人情喜劇

もありのオムニバスコメディーショ

ー。小学生からおじいちゃん、おば

あちゃんに至るまで、老若男女問わず、

どなたにも目いっぱい笑っていただ

ける舞台です‼

シナマンサク

の行事カレンダー月月２

２月 みどりを楽しむ教室 (会場：徐福長寿館)

問い合わせ ㈶佐賀市文化振興財団(佐賀市文化会館) ☎32・3000 http://www.shinpoo.jp

問い合わせ 徐福長寿館 ☎98・0696

(月曜休館。但し月曜休日の時は翌日)

オーライ！市営バス

　佐賀城下ひなまつり開催期間中（２月19日～３月21日）の土・日・祝日、
ひなまつり会場、各展示施設を結ぶ周遊バスを運行します。
・運行時間　10時～17時
・運賃　内回りルート　大人100円　小学生50円
　　　　外回りルート　大人150円　小学生80円
※「１日フリー乗車券」（指定区域内：大人350円　小学生180円）も発売。

ひなまつり周遊バスを運行します

問い合わせ　 ☎23・3155　℻23・7309
佐賀市交通局 http://bus.saga.saga.jp/

チケット好評発売中‼

寒い季節にこそ、できる楽しみを見つけましょう。
さあ！出かけてみませんか。あなたのお庭 金立公園へ…

山口良一
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市民相談 ※今月は、大和支所でも法律相談を行います。予約は本庁市民相談コーナーまで。

市報さが 平成23年２月１日号

９日㈬ 13:30∼16:00本庁 建築指導課（４階)

◎問い合わせ
本庁 建築指導課 指導係 ☎40・7170

日 時相談窓口

労働メール相談も行っています。24時間いつでも利用できます。（携帯電話メールからの相談可。回答まで期間を要する場合あり）
労働相談メールアドレス shoko-mag@city.saga.lg.jp

【労働相談】
社会保険労務士（佐賀県社会保険労務士会）

【経営相談】
中小企業診断士（㈳中小企業診断協会佐賀県支部）

９日㈬，23日㈬
※毎月第２・第４水曜日

18:00∼21:00

商談室・産業支援相談室
(佐賀市駅前中央１丁目
アイ・スクエアビル５階)

※相談は無料
※労働相談のみ、窓口開設時間内
に限り、電話相談が可能です。

○労働電話相談 ☎40・7079
◎問い合わせ 本庁 商業振興課
金融・労政係 ☎40・7102

相 談 員日 時窓口設置場所

２ 月 の 相 談 コ ー ナ ー

市税・国保税の納税相談（日曜・夜間) ●相談内容：市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税について

消費生活相談 ●相談内容：商品の購入・契約等をめぐるトラブル、携帯電話の不当架空請求、クレジットカード・サラ金の支払いなど

労働相談・経営相談 ●相談内容：賃金、労働時間、社会保険、労働保険、起業・経営のノウハウについて

建物についてのトラブル相談 ●相談内容：隣接建物に対するトラブルや建物の疑問について

22日㈫

∼20：00
（国保税のみ)

保険年金課
（１階10番窓口）

−
保健福祉課

（１階５番窓口）

22日㈫

∼20:00
６日㈰

9:00∼16:00

納税課
(５階51番窓口)

本庁

◎問い合わせ

【市 税】本庁 納 税 課 整理第一係 ☎40・7077

整理第二係 ☎40・7076

収 納 係 ☎40・7075

【国保税】本庁 保険年金課 国保税二係 ☎40・7273

大和支所 保健福祉課 保険年金係 ☎51・2425

夜間納税相談(第４火曜日)日曜納税相談(第１日曜日)

大和
支所

相談窓口

※市税・国保税の納付は安心・便利・確実な口座振替をご利用ください！

本庁での相談

25日㈮

14:00∼16:00

23日㈬

13:30∼16:30

開庁日随時

9:00∼16:00

相談名

法律相談（予約制※）

人権・心配ごと相談

税務相談

土地建物相談

行政相談

行政書士による相談

司法書士による相談

暴力に関する相談

本
庁
１
階
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

開催日・時

3日,10日,17日,24日㈭

13:30∼16:30

1日,8日,15日,22日㈫

13:30∼16:30

2日,16日㈬

13:30∼16:30

14日,28日㈪

13:30∼16:30

4日,18日,25日㈮

13:30∼16:30

第４金曜日 9:00∼15:00

第１・第３木曜日 9:00∼15:00東与賀支所（東与賀保健福祉センター）☎45・1023

久保田支所 ☎68・3137富 士 支 所 ☎58・2113

川 副 支 所 ☎45・8911大 和 支 所 ☎51・2435

三 瀬 支 所 ☎56・2111諸 富 支 所 ☎47・2133

第２・４火曜日 9:00∼15:00

支所での相談 ※要予約 相談日の前日（土日祝日を除く）12時までに、各支所へ連絡ください｡

毎週水曜日 9:00∼15:00

・毎週月∼金曜日 9:00∼16:00 ※面談は予約制
・夜間弁護士相談会 16日㈬ 18:00∼20:00（先着３人） ※要予約（15日㈫ 16:00まで）

第２・４木曜日 9:00∼15:00

佐賀市消費生活センター（佐賀市駅前中央１丁目アイ･スクエアビル４階）☎40・7087

第１・第３金曜日 9:00∼15:00

毎週月曜日 9:00∼15:00

20日㈰ 13:30∼16:30
(毎月第３日曜日)

日 時

マンション管理士
佐賀市民活動プラザ

(アイ・スクエアビル３階)

◎問い合わせ
本庁 建築住宅課 住宅政策係 ☎40・7291
℻40・7392 kenchikujutaku@city.saga.lg.jp

相 談 員窓口設置場所

マンション管理相談 ●相談内容：マンションの管理・運営等について（予約制：先着３人）

3日㈭ 13:00∼15:00

法律相談(予約制※)

人権相談

人権・行政相談

人権・行政相談

人権・行政相談

人権相談

大 和

☎51･2419

富 士

☎58･2113

三 瀬

☎56･2111

川 副

☎45･8911

支所での相談

東与賀

☎45･1023

久保田

☎68･3137

人権・行政相談

9日㈬

9:30∼12:00

4日㈮ 10:00∼15:00行政相談

23日㈬ 10:00∼15:00行政相談

大和老人福祉センター

9日㈬

9:00∼12:00

17日㈭ 10:00∼12:00

16日㈬

13:30∼16:00

支所名

諸 富

☎47･2133

大和支所

富士支所

三瀬公民館

川副公民館

東与賀保健福祉センター

久保田老人福祉センター

10日㈭ 13:30∼16:30

9日㈬ 10:00∼15:00

相談名

人権・行政相談

開催場所

諸富支所

開催日・時

25日㈮

13:30∼16:00

【法律相談の注意事項】

①相談に対して適切な助言をすることが目的ですので、相手との交渉、

手続き代行、相手を呼び出して仲介などをすることはできません。

②法律相談は予約制（先着９人まで）です。予約は相談日の前の週の

金曜日（この日が祝日の場合は木曜日）から受け付けます。

（予約は電話でも結構です。受付開始は８:30∼)

③内容が複雑な相談は要領よく話をまとめ、関係書類があればお持ち

ください。なお、相談は必ず本人がお越しください。

④法律相談の相談予定弁護士名は受付日にお知らせします。

⑤弁護士職務規程により相談に応じられない場合もあります。

※法律相談は市民のみで、同一人の相談は年度３回までです。

◎問い合わせ 本庁市民生活課 市民相談コーナー ☎40・7085(直)



名前

（皆さんの個人情報は、「市報さがクイズ」に関する業務以外の目的で使用することは
ありません）

17.3

２ ７ ㈪

　70通の応募があり、正解者63人の中から当選された人にプレゼントを送付します。
（プレゼントの発送をもって発表にかえさせていただきます）

２

①２月から税の申告が始まります。市県民税・所得税の申告期限は「○
月○日㈫」です。○に入るは日付はいつでしょうか。
　（ヒント：12ページ）
②「協働」おもしろ大百科では、佐賀市が進める「協働」の取り組みを
「佐賀○○○」で楽しく紹介。○○○に入る言葉はなんでしょうか。
　（ヒント：17ページ）
③今年も「佐賀城下ひなまつり」を開催します。開催期間は「○月○日
㈯～３月21日（月・祝）※徴古館は31日㈭まで」です。開催初日はい
つでしょうか。（ヒント：20ページ）

佐嘉賢人缶バッチ　12個組
５名様

佐賀城下ひなまつり
ペアチケット
10名様

佐賀からのお土産、
受験のお守りに。
台紙はしおりにも
使えます。

佐賀城下ひなまつり
のチケットを
２枚組で。

●
燃
え
る
ご
み
の
減
量
、
佐
賀
市
環

境
都
市
宣
言
に
協
力
を
、
今
年
の
目

標
に
し
ま
す
。　
　
（
50
代　

女
性
）

●
正
月
２
日
に
、
３
時
間
ほ
ど
か
け
、

歩
い
て
市
内
５
社
参
り
を
し
ま
し
た
。

そ
の
道
中
に
恵
比
須
さ
ま
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
見
受
け
ら
れ
、「
良
い
年

に
な
る
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
恵

比
須
さ
ま
の
お
顔…

い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代　

女
性
）

●
１
月
１
日
号
、
新
し
い
年
に
ふ
さ

わ
し
い
朱
色
の
筑
後
川
昇
開
橋
の
記

事
を
読
み
な
が
ら
、
在
職
中
に
佐
賀

駅
か
ら
熊
本
へ
急
行
「
ち
く
ご
」
に

乗
り
、
日
帰
り
で
用
を
済
ま
せ
て
い

た
若
き
こ
ろ
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
、
す
ば
ら
し
い
正
月
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
70
代　

女
性
）

●
筑
後
川
昇
開
橋
の
記
事
、
大
変
懐

か
し
く
何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

実
は
旧
制
中
学
校
３
年
生
の
時
、
動

員
で
今
の
「
味
の
素
工
場
」
に
諸
富

駅
ま
で
汽
車
で
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
作
る
砂
糖
の
運
搬
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
の
昇
開
橋

を
５
カ
月
間
毎
日
眺
め
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
１
月
号
の
市
報
は

大
切
に
保
存
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
代　

男
性
）

１ ①パブリック　　　②バスライド　　　③平成23年５月31日

佐賀市政ガイド
STS サガテレビ
毎週土曜日　17：25～17：30
（アナログ 36ch　デジタル 3ch）

サーガの神話（北部情報番組）
ぶんぶんテレビ
コミュニティチャンネル
ぶんぶんワイド内約10分間
17：30～  ※変更の場合あり

いけいけ佐賀市広報！
FM佐賀（77.9MHz）
毎週土曜日　12：40～12：55
サガンシティー
NBCラジオ佐賀（1458kHz）
毎月第 1土曜日　14：35～14：49
さが市政ガイド
NBCラジオ佐賀（1458kHz）
毎週月・水・金曜日　11：05～11：10

佐賀市から
ぶんぶんテレビ
コミュニティチャンネル
（アナログ 1ch　デジタル 11ch）
毎月第３月曜日から２週間
（2/21 ～ 3/6）（約14分間）
①９：45～　②17：00～　③19：45～
※佐賀市のホームページでも
　動画でご覧いただけます。

　まだまだ寒い日が続いてますね。元気に外で
遊んで、それから飲むあったか～いお茶は最高
です！　おうちに帰ったら、うがいや手洗いも
忘れずにね。

俵マイちゃん
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国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
筑
後
川

昇
開
橋
の
保
存
修
理
完
成
を
祝
い
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

36

佐
賀
市
の
南
部
︵
諸
富
・
川
副
・
東
与
賀
・

久
保
田
︶
の
特
色
あ
る
物
産
品
や
お
店
が
一

堂
に
あ
つ
ま
る
︑
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹁
一

店
逸
品
物
産
展
﹂
を
開
催
し
ま
す
︒

豪
華
な
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
や
親
子

ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
な
ど
︑
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
︒

■
日
時

２
月

日
㈯

時
～

時
︑

12

12

17

日
㈰

時
～

時

13

10

17

■
場
所

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
佐
賀

店
敷
地
内

﹁
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
・
Ｊ
﹂
跡

○
南
部
の
食
処
・
見
ど
こ
ろ
を
満
載
し
た
情

報
誌
を
２
月
中
旬
か
ら
配
布
し
ま
す
。

■
情
報
誌
設
置
場
所

佐
賀
市
南
商
工
会
本

所
︑
各
支
所
︑
佐
賀
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各

支
所
︑
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
︵
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ

２
階
︶︑
佐
賀
市
観
光
案
内
所
(佐
賀
駅
)︑
直

売
所
な
ど

｢
一
店
逸
品
物
産
展
﹂
開
催

｢
一
店
逸
品
物
産
展
﹂
開
催

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
南
商
工
会

☎

・
２
５
９
０

℻

・
３
７
５
６

47

47

本
庁

観
光
振
興
課

☎

・
７
１
１
０

℻

・
６
２
４
４

40

26

市報さが 平成23年２月１日号

毎月１日は

｢佐賀市いじめ･いのちを考える日｣

いじめをなくそうみんなの力で！

２月は国民健康保険税（普徴）の第９期、および
後期高齢者医療保険料（普徴）第11期の納期です。 納期限：２月28日㈪

各支所代表電話番号 諸富支所 ☎47・2131 大和支所 ☎62・1111

(市外局番0952) 富士支所 ☎58・2111 三瀬支所 ☎56・2111

川副支所 ☎45・1111 東与賀支所 ☎45・1021 久保田支所 ☎68・2111

人口データ
人口 236,435人 (＋21) 男 111,756人 (＋33)

世帯 92,556 (＋37) 女 124,679人 (−12)

※平成22年12月末日現在の人口、世帯数。

( ) 内は前月との差。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
バ
ル
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー

ズ
の
開
催
日
に
︑
競
技
会
場
の
す
ぐ
そ
ば
で
︑

新
鮮
な
野
菜
や
物
産
品
を
販
売
し
ま
す
︒

■
日
時

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
第
３
戦

２
月
６
日
㈰

７
時
～

時
11

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
第
５
戦

２
月

日
㈰

７
時
～

時

13

11

〔小
雨
決
行
︺

■
場
所

嘉
瀬
川
河
川
敷

嘉
瀬
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
第
５
戦
が
順
延
し
た
場
合
は
２
月

日
㈰

20

に
︑
大
会
と
共
に
開
催
し
ま
す
︒

※
無
料
体
験
搭
乗
︵
係
留
飛
行
︶
も
開
催
︒

同
所
の
受
付
テ
ン
ト
で
受
け
付
け
ま
す
︒

・
受
付
時
間

７
時
～
８
時

・
定
員

２
０
０
人

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
バ
ル
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ

バ
ル
ー
ン
朝
市
を
開
催
し
ま
す

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
バ
ル
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ

バ
ル
ー
ン
朝
市
を
開
催
し
ま
す

昇
開
橋
の
長
さ
５
０
７
ｍ
に
ち
な
ん
で
︑

先
着
５
０
７
人
に
豪
華
な
賞
品
や
粗
品
が
当

た
る
抽
選
券
を
お
渡
し
し
ま
す
︒

昇
開
橋
中
央
︵
操
作
室
前
︶
で
抽
選
券
を

受
け
と
り
︑
大
川
側
若
津
駅
跡
に
あ
る
休
憩

所
で
く
じ
を
引
い
て
く
だ
さ
い
︒

■
日
時

２
月

日
㈰

13
時

分
～

時

分

13

30

18

30

■
場
所

筑
後
川
昇
開
橋
︵
諸
富
町
為
重
︶

■
駐
車
場

諸
富
港
物
揚
場

■
イ
ベ
ン
ト

抽
選
の
ほ
か
︑
地
元
の
お
も

て
な
し
や
工
事
中
の
写
真
展
示
︑
水
上
遊
覧

(有
料
)︑
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

す
︒

※
２
月

日
㈪
は
休
業
日
で
す
が
︑
臨
時
的

14

に
通
行
可
能
と
し
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

㈶
筑
後
川
昇
開
橋
観
光
財
団

☎
０
９
４
４
・

・
９
９
１
９

87

問
い
合
わ
せ

熱
気
球
大
会
佐
賀
運
営
委
員
会

☎

・
９
０
０
０

29
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